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Ⅰ．調査の概要 

1．調査の目的 
＜子育てしやすいまちづくり＞及び市政全般（経年比較）について、それぞれの市民意識

を把握し、今後の施策推進のための参考資料とする。 
 

2．調査の設計 
（1）調査対象 

住民基本台帳（基準日：平成30年6月30日）から無作為に抽出した満18歳以上90歳未

満の市民2,000人 
（2）調査方法 

郵送による配布及び回収 
（3）調査期間 

平成30年8月11日から8月27日 
（4）調査内容 

・子育てしやすいまちづくりについて 
・市政全般について 

 

3．回収結果 
配布数 回収数 有効回収数 有効回答率 

2,000 票 

 1,106 票 

55.3% 
1,106 票 うち無効票 男性 女性 不明 

0 票 
445 票 655 票 6 票 
40.2% 59.2% 0.5% 

 

4．報告書の見方 
（1）回答比率は（％）、原則として各設問の無回答を含む集計対象総数（回答者数）を100％

として算出し、小数点第2位以下を四捨五入して表示した。四捨五入の結果、内訳の合

計が計に一致しないことがある。また、1人の対象者に2つ以上の回答を求める設問（「複

数回答」と表記）では、回答比率（MA％）の合計は100.0%を超える。 
（2）設問によっては、長文の項目が含まれるため、文字数を少なくして表記している場合

がある。 
（3）クロス集計の結果を示す「全体」等には、該当者の少ない分類項目、性別や年齢不明、

無回答などを含んでいる。 
（4）無回答に不明を含む。 
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Ⅱ．回答者の属性 
 

1．性別（問 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の性別は、「男性」が 40.2%、「女性」が 59.2%となっている。 

 

2．年齢（問 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の年齢は、「60 歳～69 歳」が 23.2%と最も高く、次いで「70 歳～79 歳」が 22.4%、

「50 歳～59 歳」が 14.6％となっている。60 歳以上で全体の 54.5%を占めている。 
 

回答数

1 男性 445
2 女性 655
無回答 6
全体 1,106

40.2
59.2

0.5

0 10 20 30 40 50 60
(％)

40.2 59.2 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 無回答女性

回答数

1 18歳・19歳 12
2 20歳～29歳 79
3 30歳～39歳 106
4 40歳～49歳 141
5 50歳～59歳 161
6 60歳～69歳 257
7 70歳～79歳 248
8 80歳以上 98
無回答 4
全体 1,106

1.1
7.1

9.6
12.7

14.6
23.2

22.4
8.9

0.4

0 10 20 30
(％)

1.1 7.1 9.6 12.7 14.6 23.2 22.4 8.9 0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答80歳以上60～69歳 70～79歳50～59歳40～49歳30～39歳20～29歳18・19歳
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3．家族構成（問 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の家族構成は、「親子 2 世代世帯」が 47.8%と最も多く、次いで「夫婦のみの世帯」

が 36.8%、「親子孫 3 世代世帯」が 6.9％となっている。 
 

4．子どもの状況（問 4） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居・別居に関わらず、家族の子どもについては、「18 歳未満の子どもはいない」が 50.5%
と最も多く、「小学生」が 16.9％、「0 歳～未就学児」が 15.1％となっている。 

 

  

回答数

1 単身（ひとり暮らし） 73
2 夫婦のみの世帯 407
3 親子2世代世帯 529
4 親子孫3世代世帯 76
5 その他 11
無回答 10
全体 1,106

6.6
36.8

47.8
6.9

1.0
0.9

0 10 20 30 40 50
(％)

6.6 36.8 47.8 6.9
1.0

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答その他ひとり暮らし 夫婦のみ 親子2世代 親子孫3世代

回答数

1 167
2 小学生 187
3 中学生 112
4 高校生 124
5 559
無回答 171
回答総数 1,320
全体 1,106

18歳未満の子どもはいない

0歳～未就学児 15.1
16.9

10.1
11.2

50.5
15.5

0 10 20 30 40 50 60
(MA％)
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5．結婚（問 5） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の結婚の状況については、「はい（事実婚含む）」が 75.7%、「いいえ」が 22.4%とな

っている。 
 

6．職業（問 6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の職業は、「無職」が 28.4%と最も多く、次いで「勤め人（常勤）」が 24.6%、「家事

専従」が 19.1%となっている。 
 

  

75.7 22.4
1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

はい 無回答いいえ

回答数

1 勤め人（常勤） 272
2 198
3 自営業・自由業 61
4 農林漁業 5
5 家事専従 211
6 学生 31
7 その他 6
8 無職 314
無回答 8
全体 1,106

勤め人（非常勤・パート等）

24.6
17.9

5.5
0.5

19.1
2.8

0.5
28.4

0.7

0 10 20 30
(％)

24.6 17.9 5.5
0.5

19.1 2.8 0.5 28.4 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答無職学生 その他家事専従農林漁業自営業等パート等常勤

回答数

1 はい（事実婚含む） 837
2 いいえ 248
無回答 21
全体 1,106

75.7
22.4

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(％)
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7．通算居住年数（問 7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の河内長野市での通算居住年数は、「30 年～50 年未満」が 40.8%と最も多く、次いで

「20 年～30 年未満」が 25.8%、「50 年以上」が 13.3％となっている。 
 

8．以前の居住地（問 8） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の以前の居住地は、「堺市」が 17.9%と最も多く、次いで「河内長野市以外の南河内

地域」が 16.7%、「現在地以外の河内長野市」が 15.3%となっている。 
 

  

回答数

1 5年未満 47
2 5年～10年未満 42
3 10年～20年未満 129
4 20年～30年未満 285
5 30年～50年未満 451
6 50年以上 147
無回答 5
全体 1,106

4.2
3.8

11.7
25.8

40.8
13.3

0.5

0 10 20 30 40 50
(％)

4.2 3.8 11.7 25.8 40.8 13.3 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答5～10年 10～20年 20～30年 50年以上5年未満 30～50年

回答数

1 103
2 169
3 185
4 堺市 198
5 大阪市 115
6 その他の大阪府 128
7 129
無回答 79
全体 1,106

生まれてからずっと現在地

現在地以外の河内長野市

河内長野市以外の南河内地域

大阪府以外の都道府県または海外

9.3
15.3

16.7
17.9

10.4
11.6
11.7

7.1

0 10 20
(％)

9.3 15.3 16.7 17.9 10.4 11.6 11.7 7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答大阪府現在地 河内長野市 南河内地域 堺市 大阪市 大阪府外
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9．居住地区（問 9） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小学校区を基本とした居住地区では、「長野地区」が 13.2%と最も多く、次いで「千代田地

区」が 11.8%、「楠地区」と「三日市地区」がともに 9.6％となっている。 
 

【地域別】 

 

 

 

 

 

（地域の分類） 

長野地域   －小山田地区、長野地区 

東地域    －天見地区、川上地区、三日市地区 

千代田地域  －楠地区、千代田地区 

西地域    －天野地区、高向地区 

加賀田地域  －加賀田地区、石仏地区 

美加の台地域 －美加の台地区 

南花台地域  －南花台地区 

 
中学校区を基本とした地域別でみると、「千代田地域」が 21.4%と最も多く、次いで「長野

地域」が 20.6%、「東地域」が 18.4%となっている。 
 

  

回答数

1 天野地区 50
2 天見地区 9
3 小山田地区 82
4 加賀田地区 82
5 石仏地区 57
6 川上地区 88
7 楠地区 106
8 高向地区 42
9 千代田地区 130

10 長野地区 146
11 南花台地区 81
12 美加の台地区 82
13 三日市地区 106

無回答 45
全体 1,106

4.5
0.8

7.4
7.4

5.2
8.0

9.6
3.8

11.8
13.2

7.3
7.4

9.6
4.1

0 10 20
(％)

20.6 18.4 21.4 8.3 12.6 7.4 7.3 4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答美加の台地域長野地域 東地域 千代田地域 西地域 加賀田地域 南花台地域
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Ⅲ．調査結果の分析 

1．子育てしやすいまちづくりについて 
（1）子育ての関心度 
問 13 あなたは、現在、「子育て」に関心がありますか。（○は 1 つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

「子育て」への関心は、「関心がある」が 30.8％と最も多く、次いで「やや関心がある」が

25.6％、「わからない、どちらともいえない」が 18.9％となっている。 
「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心あり』は、56.4％となっている。 
 

【「子育て」への関心度 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『関心あり』は、男性が 50.8％、女性が 60.2％となっている。 
年齢別にみると、『関心あり』は、30 歳代が 73.6％と多く、次いで 40 歳代が 70.9％、10～

20 歳代が 60.5％となっている。  

回答数

1 関心がある 341
2 283
3 あまり関心がない 152
4 まったく関心がない 93
5 209
無回答 28
全体 1,106

やや関心がある

わからない、どちらともいえない

30.8
25.6

13.7
8.4

18.9
2.5

0 10 20 30 40
(％)

関心がある

30.8

28.1

32.7

25.6

22.7

27.5

13.7

18.2

10.8

8.4

7.4

9.2

18.9

20.4

17.9

無回答

2.5

3.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

やや関心
がある

あまり関心
がない

まったく関心
がない

わからない、どち
らともいえない

30.8

63.2

52.5

21.1

22.6

25.4

17.3

29.7

10.4

18.4

32.9

29.2

29.8

15.3

5.5

8.5

2.8

18.6

19.8

15.3

14.3

16.5

7.5

11.3

11.2

5.8

5.6

7.1

17.6

10.4

14.2

14.9

19.8

19.4

39.8

0.0

0.0

0.7

1.2

2.7

4.4

6.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)
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（2）学校教育の関心度 
問 14 あなたは、「学校教育」に関心がありますか。（○は 1 つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

「学校教育」への関心は、「やや関心がある」が 32.6％と最も多く、次いで「関心がある」

が 30.9％、「わからない、どちらともいえない」が 16.3％となっている。 
「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心あり』は、63.5％となっている。 
 

【「学校教育」への関心度 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『関心あり』は、男性が 63.2％、女性が 63.8％となっている。 
年齢別にみると、『関心あり』は、30 歳代が 76.4％と多く、次いで 40 歳代が 73.7％、10～

20 歳代が 63.8％となっている。 
  

関心がある

30.9

30.8

31.0

32.6

32.4

32.8

11.4

13.3

10.2

6.6

6.5

6.7

16.3

14.4

17.6

無回答

2.2

2.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

やや関心
がある

あまり関心
がない

まったく関心
がない

わからない、どち
らともいえない

29.7

52.8

49.6

21.1

20.2

31.0

26.5

34.1

23.6

24.1

37.9

39.3

31.5

29.6

8.8

9.4

5.7

16.8

14.4

11.7

6.1

12.1

4.7

9.9

8.7

5.1

4.0

6.1

15.4

9.4

9.9

14.3

18.7

17.3

28.6

0.0

0.0

0.7

1.2

2.3

4.4

3.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 関心がある 342
2 361
3 あまり関心がない 126
4 まったく関心がない 73
5 180
無回答 24
全体 1,106

やや関心がある

わからない、どちらともいえない

30.9
32.6

11.4
6.6

16.3
2.2

0 10 20 30 40
(％)



 

9 

（3）家庭教育の関心度 
問 15 あなたは、「家庭教育（しつけや生活習慣）」に関心がありますか。（○は 1 つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

「家庭教育（しつけや生活習慣）」への関心は、「関心がある」が 43.2％と最も多く、次いで

「やや関心がある」が 32.4％、「わからない、どちらともいえない」が 10.9％となっている。 
「関心がある」と「やや関心がある」を合わせた『関心あり』は、75.6％となっている。 
 

【「家庭教育」への関心度 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『関心あり』は、男性が 71.3％、女性が 78.6％となっている。 
年齢別にみると、『関心あり』は、70 歳代が 79.4％と多く、次いで 30 歳代が 79.2％、40 歳

代が 78.7％となっている。 
  

関心がある

43.2

38.7

46.4

32.4

32.6

32.2

7.2

10.3

5.0

4.1

4.0

4.1

10.9

11.7

10.5

無回答

2.2

2.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

やや関心
がある

あまり関心
がない

まったく関心
がない

わからない、どち
らともいえない

33.0

63.2

53.2

28.6

37.0

49.6

41.8

29.7

16.0

25.5

46.0

38.5

29.8

29.6

13.2

8.5

2.8

8.7

7.4

7.3

4.1

9.9

2.8

7.1

5.0

2.3

2.0

4.1

14.3

9.4

10.6

10.6

12.5

7.3

16.3

0.0

0.0

0.7

1.2

2.3

4.0

4.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 関心がある 478
2 358
3 あまり関心がない 80
4 まったく関心がない 45
5 121
無回答 24
全体 1,106

やや関心がある

わからない、どちらともいえない

43.2
32.4

7.2
4.1

10.9
2.2

0 10 20 30 40 50
(％)
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（4）関心のある、気になっている「子育て」に関する問題や課題 
問 16 「子育て」に関する次のような問題や課題で、あなたが関心がある、気になってい

るものはどれですか。（○はいくつでも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】選択肢の詳細 

1．子どもの貧困 ············ 経済的な問題だけでなく、様々な要因により「人とのつながり」「教

育や体験の機会」など、一人だけ他の子どもと違う状況に置かれてい

ること 
2．児童虐待 ·················· 子どもに対する心理的または身体的虐待や性的虐待、育児放棄などの

こと 
3．養育能力の低下 ········· 子どもが健全に育つために必要な関わりができないこと 
4．核家族化 ·················· 夫婦と未婚の子どもから成る世帯のことで、夫婦のみ世帯や一人暮ら

しも含まれ、子育てなどをサポートする人が少ないこと 
5．子育て情報の氾濫 ······ 育児や子育てなどに関して、正しい情報や誤った情報があふれており、

必要な情報を得るのに苦労すること 
6．待機児対策 ··············· 子育て世帯が希望し申請しているものの、認可保育所に入所できず、

やむなく無認可保育園などに通わせている状態 
7．不登校・いじめ問題 ··· 学校などで体罰（身体的暴力）やいじめ（精神的な暴力）などが原因

で、子どもが不登校や自殺などにいたること 
 
関心がある、気になっている『子育て』に関する問題や課題（複数回答）は、「不登校・い

じめ問題」が 61.7％と最も多く、次いで「児童虐待」が 56.3％、「子どもの貧困」が 37.4％と

なっている。 
 
  

回答数

1 子どもの貧困 414
2 児童虐待 623
3 養育能力の低下 317
4 核家族化 346
5 子育て情報の氾濫 173
6 待機児対策 264
7 不登校・いじめ問題 682
無回答 92
回答総数 2,911
全体 1,106

37.4
56.3

28.7
31.3

15.6
23.9

61.7
8.3

0 10 20 30 40 50 60 70
(MA％)
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【関心のある、気になっている「子育て」に関する問題や課題 性別・年齢別】 
 子どもの

貧困 
児童 
虐待 

養育能力

の低下 
核家族化 子育て情

報の氾濫 
待機児 
対策 

不登校・い

じめ問題 
無回答 

全体 
（1,106名） 

414 623 317 346 173 264 682 92 
37.4% 56.3% 28.7% 31.3% 15.6% 23.9% 61.7% 8.3% 

男性 
（445 名） 

160 252 128 139 52 101 268 42 
36.0% 56.6% 28.8% 31.2% 11.7% 22.7% 60.2% 9.4% 

女性 
（655 名） 

251 369 188 206 120 162 411 49 
38.3% 56.3% 28.7% 31.5% 18.3% 24.7% 62.7% 7.5% 

10～20歳代 
（91 名） 

38 47 30 23 17 32 58 4 
41.8% 51.6% 33.0% 25.3% 18.7% 35.2% 63.7% 4.4% 

30 歳代 
（106 名） 

41 53 35 26 31 40 66 3 
38.7% 50.0% 33.0% 24.5% 29.2% 37.7% 62.3% 2.8% 

40 歳代 
（141 名） 

61 82 47 30 26 20 87 10 
43.3% 58.2% 33.3% 21.3% 18.4% 14.2% 61.7% 7.1% 

50 歳代 
（161 名） 

60 96 46 46 31 36 104 9 
37.3% 59.6% 28.6% 28.6% 19.3% 22.4% 64.6% 5.6% 

60 歳代 
（257 名） 

102 165 66 82 30 70 175 18 
39.7% 64.2% 25.7% 31.9% 11.7% 27.2% 68.1% 7.0% 

70 歳代 
（248 名） 

82 135 73 100 32 55 144 25 
33.1% 54.4% 29.4% 40.3% 12.9% 22.2% 58.1% 10.1% 

80 歳以上 
（98 名） 

27 42 19 38 6 11 45 22 
27.6% 42.9% 19.4% 38.8% 6.1% 11.2% 45.9% 22.4%  

※表の模様は第 1 位  第 2 位 第 3 位を表している。 
 
関心がある、気になっている『子育て』に関する問題や課題（複数回答）を性別にみると、

男女とも「不登校・いじめ問題」が 6 割を超えており、次いで「児童虐待」が半数を、「子ど

もの貧困」が 3 割を超えている。 
 
年齢別にみると、すべての年齢とも「不登校・いじめ問題」が最も多く、60 歳代は 68.1%、

50 歳代は 64.6%、10～20 歳代は 63.7%となっている。 
第 2 位は、すべての年代とも「児童虐待」であり、60 歳代が 64.2%、50 歳代が 59.6%、40

歳代が 58.2%となっている。 
第 3 位は、70 歳代と 80 歳以上は「核家族化」であり、その他の年齢は「子どもの貧困」が

3 割を超えている。 
 

  



 

12 

（5）地域で子育て世帯を支えることの重要性 
問 17 あなたは、地域で子育て世帯を支えることが重要だと思いますか。（○は 1 つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

地域で子育て世帯を支えることについては、「とても重要だと思う」が 42.0％と最も多く、

次いで「やや重要だと思う」が 39.6％、「わからない」が 9.9％となっている。 
「とても重要だと思う」と「やや重要だと思う」を合わせた『重要と思う』は、81.6％とな

っている。 
 

【地域で子育て世帯を支えることの重要性 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『重要と思う』は、男性が 82.2％、女性が 81.1％となっている。 
年齢別にみると、『重要と思う』は、40 歳代が 87.2％と多く、次いで 30 歳代が 86.8％、10

～20 歳代が 82.4％となっている。  

42.0

41.3

42.3

39.6

40.9

38.8

5.0

5.8

4.4

1.1

1.1

1.1

9.9

8.3

11.1

無回答

2.4

2.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

やや重要
だと思う

あまり重要
だと思わない

まったく重要で
はないと思う

わからないとても重要
だと思う

50.5

56.6

48.2

32.3

38.1

40.3

40.8

31.9

30.2

39.0

49.7

44.0

39.5

29.6

6.6

5.7

3.5

5.0

5.8

4.4

4.1

0.0

0.0

2.1

3.1

0.8

0.4

1.0

11.0

6.6

6.4

8.1

8.9

11.3

19.4

0.0

0.9

0.7

1.9

2.3

4.0

5.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 とても重要だと思う 464
2 やや重要だと思う 438
3 あまり重要だと思わない 55
4 12
5 わからない 110
無回答 27
全体 1,106

まったく重要ではないと思う

42.0
39.6

5.0
1.1

9.9
2.4

0 10 20 30 40 50
(％)
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（6）地域が子育て世帯を支えるために重要だと思うこと 
問 18 あなたは、地域が子育て世帯を支えるために何が重要だと思いますか。（○はいく

つでも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域が子育て世帯を支えるために重要だと思うこと（複数回答）は、「（防犯のための）声か

けや登下校の見守りをする（人がいること）」が 68.9％と最も多く、次いで「（子育てに関する）

悩みについて気軽に相談できる人や場がある（こと）」が 56.8％、「（子どもと大人が）一緒に

参加できる地域の行事（やお祭り）などがある（こと）」が 46.4％となっている。 
 

  

回答数

1 762
2 628
3 507
4 513
5 409
6 479
7 507
8 379
9 499

10 505

11 428
12 330
13 336
14 429
15 11
16 17

無回答 149
回答総数 6,888
全体 1,106

悩みについて気軽に相談できる人や場がある

親同士で話ができる仲間づくりの場がある

一緒に参加できる地域の行事などがある

情報提供をする人や場がある

子どもと一緒に遊ぶ人や場がある

子どもを預かる人や場がある
地域の伝統文化を伝える人や場がある

スポーツや勉強を教える人や場がある

自然体験などを教える人や場がある

校外学習や行事をサポートする人がいる

家事を支援する人や場がある
職業や人生経験を伝える人や場がある

勉強や補習などを行う人や場がある

わからない、思いつかない

特にない

声かけや登下校の見守りをする

【子どもへのサポート】

【保護者への支援、他】

68.9
56.8

45.8
46.4

37.0
43.3

45.8
34.3

45.1
45.7

38.7
29.8
30.4

38.8
1.0
1.5

13.5

0 10 20 30 40 50 60 70
(MA％)
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【地域が子育てを支えるために重要だと思うこと（上位 5 位まで） 性別・年齢別】 
 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 参考 

全体 
（1,106名） 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

親同士で話ができる仲間づくりの
場がある／ 
子どもを預かる人や場がある 

無回答 
(149) 

68.9% 56.8% 46.4% 45.8% 13.5% 

男性 
（445 名） 

同上 同上 
一緒に参加できる地域の行事な
どがある／ 
自然体験などを教える人や場がある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

無回答 
(68) 

64.0% 50.8% 44.9% 44.3% 15.3% 

女性 
（655 名） 

同上 同上 
子どもを預かる
人や場がある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

無回答 
(79) 

72.4% 60.9% 52.4% 49.8% 47.6% 12.1% 

10～20歳代 
（91 名） 

同上 
子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

同上 
無回答 

(5) 
76.9% 70.3% 69.2% 65.9% 63.7% 5.5% 

30 歳代 
（106 名） 

同上 
悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

自然体験などを
教える人や場が
ある 

校外学習や行事
をサポートする人
がいる／勉強や
補習などを行う人
や場がある 

無回答 
(11) 

75.5% 67.0% 63.2% 61.3% 59.4% 10.4% 

40 歳代 
（141 名） 

同上 同上 
スポーツや勉強を教える人や場が
ある／ 
自然体験などを教える人や場がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

無回答 
(12) 

76.6% 67.4% 55.3% 52.5% 8.5% 

50 歳代 
（161 名） 

同上 同上 
親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

自然体験などを
教える人や場が
ある 

無回答 
(14) 

71.4% 60.9% 50.9% 46.6% 45.3% 8.7% 

60 歳代 
（257 名） 

同上 同上 
子どもを預かる
人や場がある 

自然体験などを
教える人や場が
ある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

無回答 
(29) 

69.3% 55.6% 48.6% 42.4% 41.6% 11.3% 

70 歳代 
（248 名） 

同上 同上 
一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

子どもを預かる
人や場がある 

無回答 
(49) 

59.3% 46.8% 43.5% 41.5% 40.7% 19.8% 

80 歳以上 
（98 名） 

同上 
親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

同上 
悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

同上 
無回答 

(28) 
62.2% 45.9% 44.9% 40.8% 37.8% 28.6% 

 
地域が子育て世帯を支えるために重要だと思うこと（複数回答）について、性別にみると、

男女とも「（防犯のための）声かけや登下校の見守りをする（人がいること）」が最も多く、次

いで「（子育てに関する）悩みについて気軽に相談できる人や場がある（こと）」が半数を超え

ている。第 3 位は、男性は「（子どもと大人が）一緒に参加できる地域の行事（やお祭り）な

どがある（こと）」と「（子どもに）自然体験などを教える人や場がある（こと）」であり、女

性は「（不意の外出や親の帰りが遅くなった時などに）子どもを預かる人や場がある（こと）」

となっている。 
 
年齢別にみると、すべての年齢とも「（防犯のための）声かけや登下校の見守りをする（人

がいること）」が最も多く、第 2 位は、10～20 歳代は「子どもと一緒に遊ぶ人や場がある（こ

と）」、80 歳以上は「（子育てをする）親同士で話ができる仲間づくりの場がある（こと）」であ

り、その他の年齢は「（子育てに関する）悩みについて気軽に相談できる人や場がある（こと）」

となっている。  
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（7）子育て世帯を支えるために参加・協力できること 
問 18 地域が子育て世帯を支えるために、あなたが参加・協力できる活動はどれですか。

（○はいくつでも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域が子育て世帯を支えるために、参加・協力できる活動（複数回答）は、「（防犯のための）

声かけや登下校の見守りをする（人がいること）」が 19.0％、「（子どもと大人が）一緒に参加

できる地域の行事（やお祭り）などがある（こと）」が 15.0％「子どもと一緒に遊ぶ人や場が

ある（こと）」が 11.0％となっている。なお、無回答が 59.3％と半数を超えている。 
 

  

回答数

1 210
2 96
3 86
4 166
5 49
6 122
7 77
8 41
9 101

10 68

11 71
12 39
13 67
14 68
15 14
16 18

無回答 656
回答総数 1,949
全体 1,106

悩みについて気軽に相談できる人や場がある

親同士で話ができる仲間づくりの場がある

一緒に参加できる地域の行事などがある

情報提供をする人や場がある

子どもと一緒に遊ぶ人や場がある

子どもを預かる人や場がある
地域の伝統文化を伝える人や場がある

スポーツや勉強を教える人や場がある

自然体験などを教える人や場がある

校外学習や行事をサポートする人がいる

家事を支援する人や場がある
職業や人生経験を伝える人や場がある

勉強や補習などを行う人や場がある

わからない、思いつかない

特にない

声かけや登下校の見守りをする

【子どもへのサポート】

【保護者への支援、他】

19.0
8.7

7.8
15.0

4.4
11.0

7.0
3.7

9.1
6.1

6.4
3.5

6.1
6.1

1.3
1.6

59.3

0 10 20 30 40 50 60 70
(MA％)
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【地域が子育てを支えるために参加・協力できること（上位 5 位まで） 性別・年齢別】 
 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 参考 

全体 
（1,106名） 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

無回答 
(656) 

19.0% 15.0% 11.0% 9.1% 8.7% 59.3% 

男性 
（445 名） 

同上 同上 
スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

自然体験などを
教える人や場が
ある 

無回答 
(276) 

16.4% 15.1% 11.0% 10.6% 8.1% 62.0% 

女性 
（655 名） 

同上 同上 
子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

無回答 
(376) 

20.8% 15.1% 11.5% 11.3% 10.4% 57.4% 

10～20歳代 
（91 名） 

子どもと一緒に遊ぶ人や場がある 
／スポーツや勉強を教える人や
場がある 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

勉強や補習など
を行う人や場が
ある 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

無回答 
(43) 

19.8% 17.6% 16.5% 15.4% 47.3% 

30 歳代 
（106 名） 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

無回答 
(47) 

32.1% 29.2% 27.4% 25.5% 14.2% 44.3% 

40 歳代 
（141 名） 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

悩みについて気軽に相談できる
人や場がある／ 
親同士で話ができる仲間づくりの
場がある 

声かけや登下校
の見守りをする／
スポーツや勉強を
教える人や場があ
る 

無回答 
(70) 

27.7% 19.9% 17.0% 15.6% 49.6% 

50 歳代 
（161 名） 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

悩みについて気
軽に相談できる人
や場がある／ 
子どもを預かる人
や場がある／ 
勉強や補習など
を行う人や場があ
る 

無回答 
(99) 

16.1% 10.6% 8.7% 7.5% 5.6% 61.5% 

60 歳代 
（257 名） 

同上 同上 

子どもを預かる人や場がある／ 
スポーツや勉強を教える人や場が
ある 

悩みについて気
軽に相談できる人
や場がある／ 
校外学習や行事
をサポートする人
がいる 

無回答 
(155) 

20.6% 12.8% 5.8% 5.4% 60.3% 

70 歳代 
（248 名） 

同上 同上 
子どもを預かる
人や場がある 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

無回答 
(162) 

19.0% 10.9% 9.3% 8.9% 7.7% 65.3% 

80 歳以上 
（98 名） 

同上 

校外学習や行
事をサポートす
る人がいる 

子どもを預かる人や場がある／ 
悩みについて気軽に相談できる
人や場がある 

一緒に参加できる
地域の行事など
がある／ 
子どもと一緒に遊
ぶ人や場がある 
／地域の伝統文
化を伝える人や場
がある 

無回答 
(77) 

13.3% 5.1% 4.1% 3.1% 78.6% 
 
地域が子育て世帯を支えるために参加・協力できること（複数回答）について、性別にみる

と、男女とも無回答が半数を超えているものの、第 1 位は「（防犯のための）声かけや登下校

の見守りをする（人がいること）」が最も多く、次いで「（子どもと大人が）一緒に参加できる
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地域の行事（やお祭り）などがある（こと）」となっている。第 3 位は、男性は「（子どもに）

スポーツや勉強を教える人や場がある（こと）」であり、女性は「子どもと一緒に遊ぶ人や場

がある（こと）」となっている。 
 
年齢別にみると、すべての年齢とも無回答が多いものの、10～20 歳代は「子どもと一緒に

遊ぶ人や場がある（こと）」と「（子どもに）スポーツや勉強を教える人や場がある（こと）」

であり、40 歳代は「（子どもと大人が）一緒に参加できる地域の行事（やお祭り）などがある

（こと）」であり、その他の年齢は「（防犯のための）声かけや登下校の見守りをする（人がい

ること）」が最も多くなっており、年齢別にできることが特色ある回答となっている。 
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（8）地域が子育て世帯を支えるために最も重要だと思うこと 
問 19 問 18 で最も重要だと思うことは何ですか。（○は 1 つだけ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域が子育て世帯を支えるために最も重要だと思うことは、「（防犯のための）声かけや登下

校の見守りをする（人がいること）」が 20.0％と最も多く、次いで「（子育てに関する）悩みに

ついて気軽に相談できる人や場がある（こと）」が 17.8％、「（不意の外出や親の帰りが遅くな

った時などに）子どもを預かる人や場がある（こと）」が 7.6％となっている。 
 

  

回答数

1 221
2 197
3 45
4 48
5 26
6 51
7 84
8 17
9 42

10 19

11 19
12 32
13 16
14 19
15 14
16 10

無回答 246
全体 1,106

【保護者への支援、他】

悩みについて気軽に相談できる人や場がある

親同士で話ができる仲間づくりの場がある

一緒に参加できる地域の行事などがある

情報提供をする人や場がある

子どもと一緒に遊ぶ人や場がある

特にない

声かけや登下校の見守りをする

【子どもへのサポート】

子どもを預かる人や場がある
地域の伝統文化を伝える人や場がある

スポーツや勉強を教える人や場がある

自然体験などを教える人や場がある

校外学習や行事をサポートする人がいる

家事を支援する人や場がある
職業や人生経験を伝える人や場がある

勉強や補習などを行う人や場がある

わからない、思いつかない

20.0
17.8

4.1
4.3

2.4
4.6

7.6
1.5

3.8
1.7

1.7
2.9

1.4
1.7

1.3
0.9

22.2

0 10 20 30
(％)
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【地域が子育てを支えるために最も重要だと思うこと（上位 5 位まで） 性別・年齢別】 
 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 参考 

全体 
（1,106名） 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

子どもを預かる
人や場がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

無回答 
(246) 

20.0% 17.8% 7.6% 4.6% 4.3% 22.2% 

男性 
（445 名） 

同上 同上 
一緒に参加できる地域の行事な
どがある／ 
子どもを預かる人や場がある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

無回答 
(103) 

18.0% 15.1% 5.8% 5.6% 23.1% 

女性 
（655 名） 

同上 同上 
子どもを預かる
人や場がある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

無回答 
(139) 

21.4% 19.7% 8.9% 4.6% 4.4% 21.2% 

10～20歳代 
（91 名） 

同上 同上 
子どもと一緒に遊ぶ人や場がある
／ 
家事を支援する人や場がある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

無回答 
(11) 

16.5% 11.0% 9.9% 8.8% 12.1% 

30 歳代 
（106 名） 

同上 同上 
子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

子どもを預かる
人や場がある 

親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

無回答 
(20) 

24.5% 14.2% 9.4% 8.5% 4.7% 18.9% 

40 歳代 
（141 名） 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

子どもと一緒に
遊ぶ人や場が
ある 

スポーツや勉強
を教える人や場
がある 

無回答 
(19) 

24.1% 23.4% 7.1% 6.4% 4.3% 13.5% 

50 歳代 
（161 名） 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

子どもを預かる
人や場がある 

親同士で話ができる仲間づくりの場が
ある／ 
子どもと一緒に遊ぶ人や場がある／ 
スポーツや勉強を教える人や場があ
る 

無回答 
(30) 

23.6% 16.8% 11.2% 4.3% 18.6% 

60 歳代 
（257 名） 

悩みについて
気軽に相談でき
る人や場がある 

声かけや登下
校の見守りをす
る 

同上 
親同士で話が
できる仲間づく
りの場がある 

一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

無回答 
(50) 

22.6% 21.4% 7.0％ 5.1% 4.7% 19.5% 

70 歳代 
（248 名） 

同上 同上 同上 
一緒に参加でき
る地域の行事な
どがある 

親同士で話がで
きる仲間づくりの
場がある／ 
スポーツや勉強を
教える人や場があ
る 

無回答 
(79) 

16.9% 13.3% 8.9% 5.2% 3.6% 31.9% 

80 歳以上 
（98 名） 

声かけや登下
校の見守りを
する 

悩みについて
気軽に相談で
きる人や場が
ある 

同上 
スポーツや勉強を教える人や場
がある／ 
特にない 

無回答 
(36) 

20.4% 10.2% 7.1% 4.1% 36.7% 
 
地域が子育て世帯を支えるために最も重要だと思うことについて、性別にみると、男女とも、

「（防犯のための）声かけや登下校の見守りをする（人がいること）」が最も多く、次いで「（子

育てに関する）悩みについて気軽に相談できる人や場がある（こと）」となっている。 
 
年齢別にみると、40 歳代と 60 歳代、70 歳代は、「（子育てに関する）悩みについて気軽に相

談できる人や場がある（こと）」が最も多く、その他の年齢は「（防犯のための）声かけや登下

校の見守りをする（人がいること）」が最も多くなっている。 
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（9）子ども連れの家族へのサポート 
問 20 あなたは、駅やスーパーなどで子ども連れの家族に対して、次のようなことをした

ことがありますか。（○はいくつでも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子ども連れの家族に対してサポートしたこと（複数回答）は、「エレベーターなどのドアを

（開けて）押さえた（ことがある）」が 73.3％と最も多く、次いで「（子どもが）落としたおも

ちゃや靴などを拾った（ことがある）」が 54.6％、「電車やバスなどで（子ども連れの方に）席

を譲った（ことがある）」が 45.5％となっている。 
 
  

回答数

1 811
2 503
3 604
4 285
5 377
6 195
7 269
8 22
9 69

10 13
無回答 102
回答総数 3,250
全体 1,106

その他

特にない

わからない

エレベーターなどのドアを押さえた

電車やバスなどで席を譲った
落としたおもちゃや靴などを拾った

ベビーカーや荷物を代わりに持った

はげましの笑顔を向けた
道などで困っている家族に話しかけた

泣いたり、ぐずっている子どもをあやした

73.3
45.5

54.6
25.8

34.1
17.6

24.3
2.0

6.2
1.2

9.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80
(MA％)
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【子ども連れの家族へのサポート 性別・年齢別】 
 エレベ

ーター
などのド
アを押さ
えた 

電車や
バスなど
で席を
譲った 

落とした
おもちゃ
や靴な
どを拾っ
た 

ベビー
カーや
荷物を
代わりに
持った 

はげまし
の笑顔
を向け
た 

道など
で困っ
ている
家族に
話しか
けた 

泣いた
り、ぐず
っている
子どもを
あやした 

その他 特にな
い 

わからな
い 

無回答 

全体 
（1,106名） 

811 503 604 285 377 195 269 22 69 13 102 
73.3% 45.5% 54.6% 25.8% 34.1% 17.6% 24.3% 2.0% 6.2% 1.2% 9.2% 

男性 
（445 名） 

299 184 193 95 100 61 61 6 40 6 46 
67.2% 41.3% 43.4% 21.3% 22.5% 13.7% 13.7% 1.3% 9.0% 1.3% 10.3% 

女性 
（655 名） 

509 316 409 188 276 134 208 16 29 7 54 
77.7% 48.2% 62.4% 28.7% 42.1% 20.5% 31.8% 2.4% 4.4% 1.1% 8.2% 

10～20歳代 
（91 名） 

70 44 52 18 24 12 19 1 5 2 5 
76.9% 48.4% 57.1% 19.8% 26.4% 13.2% 20.9% 1.1% 5.5% 2.2% 5.5% 

30 歳代 
（106 名） 

87 47 67 24 29 17 29 0 4 1 12 
82.1% 44.3% 63.2% 22.6% 27.4% 16.0% 27.4% 0.0% 3.8% 0.9% 11.3% 

40 歳代 
（141 名） 

118 72 89 40 46 25 41 1 6 3 10 
83.7% 51.1% 63.1% 28.4% 32.6% 17.7% 29.1% 0.7% 4.3% 2.1% 7.1% 

50 歳代 
（161 名） 

134 93 104 54 50 35 40 5 6 2 12 
83.2% 57.8% 64.6% 33.5% 31.1% 21.7% 24.8% 3.1% 3.7% 1.2% 7.5% 

60 歳代 
（257 名） 

191 112 135 68 83 37 46 6 17 1 21 
74.3% 43.6% 52.5% 26.5% 32.3% 14.4% 17.9% 2.3% 6.6% 0.4% 8.2% 

70 歳代 
（248 名） 

159 104 117 62 108 50 70 4 20 2 25 
64.1% 41.9% 47.2% 25.0% 43.5% 20.2% 28.2% 1.6% 8.1% 0.8% 10.1% 

80 歳以上 
（98 名） 

49 30 38 18 37 19 23 5 11 2 16 
50.0% 30.6% 38.8% 18.4% 37.8% 19.4% 23.5% 5.1% 11.2% 2.0% 16.3%  

※表の模様は第 1 位  第 2 位 第 3 位を表している。 
 
子ども連れの家族に対してサポートしたこと（複数回答）について、性別にみると、男女と

も「エレベーターなどのドアを（開けて）押さえた（ことがある）」が最も多く、次いで「（子

どもが）落としたおもちゃや靴などを拾った（ことがある）」、第 3 位は「電車やバスなどで（子

ども連れの方に）席を譲った（ことがある）」となっている。 
 
年齢別にみると、すべての年齢とも第 1 位は「エレベーターなどのドアを（開けて）押さえ

た（ことがある）」、第 2 位は「（子どもが）落としたおもちゃや靴などを拾った（ことがある）」

であり、第 3 位は 70 歳代と 80 歳以上は「（子どもや保護者に）はげましの笑顔を向けた（こ

とがある）」であり、その他の年齢は「電車やバスなどで（子ども連れの方に）席を譲った（こ

とがある）」となっている。 
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（10）「あいっく」の事業の認知度 
問 21 あなたは、河内長野駅前 ノバティながの北館 5 階にある「子ども・子育て総合セ

ンター あいっく」で次のような事業を行っていることをご存じですか。（○はいくつ

でも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
知っている『あいっく』の事業（複数回答）は、「わくわく広場」が 30.4％と最も多く、次

いで「育児相談」が 14.0％、「子育てサークル支援」が 12.9％となっている。なお、無回答が

61.5％となっている。 
 

  

回答数

1 336
2 136
3 135
4 143
5 155
6 97
7 97
8 104
9 80

10 65
11 51
12 131
13 105
14 46
15 27

16 62
17 61
18 36
19 40
20 34
21 57

22 53
23 101
24 29
25 48
26 54

無回答 680
回答総数 2,963
全体 1,106

いち・に・のジャンプ！教室

園訪問相談支援

サポートブック『はーと』

ペアレントトレーニング

家庭児童相談事業

『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信

LINE＠による情報発信
子育て家庭優待制度『あいっくーぽん』

『防災サバイバル手帳』の配布

地域事業の開催と紹介

子育てサロン運営支援

一時預かり事業『ピーチルーム』

ファミリー・サポート・センター

子育て応援ボランティア講座

祖父母手帳作成ワークショップ

子育て世帯交流会

わくわく広場

子育てサークル支援

育児相談

こんにちは赤ちゃん訪問

育児講座

【育児支援】

子ども交流ホール管理運営事業

『あいっくボランティア』の登録

いのちはぐくむ交流事業
子育て利用者支援事業『こそだてこっこ』

幼児健全発達相談

【相談・発達支援】

【貸室、情報発信】

30.4
12.3
12.2
12.9

14.0
8.8
8.8
9.4

7.2
5.9

4.6
11.8

9.5
4.2

2.4

5.6
5.5

3.3
3.6

3.1
5.2

4.8
9.1

2.6
4.3
4.9

0 10 20 30 40
(MA％)

（61.5）
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【知っている「あいっく」の事業（上位 5 位まで） 性別・年齢別】 
 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 参考 

全体 
（1,106名） 

わくわく広場 育児相談 
子育てサークル
支援 

育児講座 
子育て世帯交流
会 

無回答 
(680) 

30.4% 14.0% 12.9% 12.3% 12.2% 61.5% 
男性 

（445 名） 
同上 同上 育児講座 

子育てサークル
支援 

一時預かり事業
『ピーチルーム』 

無回答 
(324) 

20.7% 9.7% 7.9% 7.6% 6.5% 72.8% 
女性 

（655 名） 
同上 同上 

子育てサークル
支援 

子育て世帯 
交流会 

同上 
無回答 
(352) 

36.9% 16.9% 16.6% 16.2% 15.4% 53.7% 

10～20歳代 
（91 名） 

同上 
子育てサークル
支援 

育児相談 
子育て世帯交流会／ 
こんにちは赤ちゃん訪問／ 
ファミリー・サポート・センター 

無回答 
(55) 

30.8% 17.6% 16.5% 12.1% 60.4% 

30 歳代 
（106 名） 

同上 
育児相談／ 
一時預かり事業『ピーチルーム』 

子育て世帯交流会／ 
『キラキラねっと』『キラキラめーる』
の配信 

無回答 
(35) 

54.7% 39.6% 38.7% 33.0% 
40 歳代 

（141 名） 
同上 育児相談 

育児講座／ 
子育て世帯交流会 

ファミリー・サポ
ート・センター 

無回答 
(63) 

46.8% 25.5% 24.1% 22.0% 44.7% 
50 歳代 

（161 名） 
同上 

子育てサークル支援／ 
育児相談 

ファミリー・サポ
ート・センター 

育児講座 
無回答 
(106) 

23.6% 13.0% 11.2% 9.9% 65.8% 
60 歳代 

（257 名） 
同上 

一時預かり事業
『ピーチルーム』 

育児講座 
子育てサークル
支援 

子育て世帯交流
会 

無回答 
(158) 

31.5% 10.5% 9.7% 8.9% 7.8% 61.5% 
70 歳代 

（248 名） 
同上 育児相談 

子育てサークル
支援 

育児講座／ 
一時預かり事業『ピーチルーム』 

無回答 
(178) 

20.2% 7.7% 6.9% 6.5% 71.8% 

80 歳以上 
（98 名） 

同上 
子育てサークル支援／ 
育児相談 

育児講座／ 
子育て世帯交流会／ 

子育てサロン運営支援／ 
『あいっくボランティア登録』／ 
一時預かり事業『ピーチルーム』／ 
家庭児童相談事業／ 
『キラキラねっと』『キラキラめーる』の
配信 

無回答 
(82) 

14.3% 5.1% 2.0% 83.7% 
 
知っている『あいっく』の事業（複数回答）について、性別にみると、男女とも無回答が 5

割を超えており、第 1 位は「わくわく広場」であり、女性の方が男性よりも 16.2 ポイント多

くなっている。第 2 位は男女とも「育児相談」であり、第 3 位は、男性が「育児講座」、女性

が「子育てサークル支援」となっている。 
 
年齢別にみると、すべての年齢とも「わくわく広場」が最も多くなっている。第 2 位は、10

～20 歳代は「子育てサークル支援」が、40 歳代と 70 歳代は「育児相談」、30 歳代は「育児相

談」と「一時預かり事業『ピーチルーム』」、50 歳代は「子育てサークル支援」と「育児相談」

が、60 歳代は「一時預かり事業『ピーチルーム』」、80 歳以上は「子育てサークル支援」と「育

児相談」となっている。なお、50 歳以上は無回答が 6 割を超えている。 
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（12）「あいっく」の事業の利用経験 
問 21 あなたは、河内長野駅前 ノバティながの北館 5 階にある「子ども・子育て総合セ

ンター あいっく」で次のような事業を利用したことはありますか。（○はいくつで

も） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
利用したことがある『あいっく』の事業（複数回答）は、未就学の子どもに関わる年齢層に

限りがあるため無回答（87.3％）が 8 割を超えており、利用した事業はわずかとなっている。 
利用した事業をみると「わくわく広場」が 9.1％と最も多く、次いで「こんにちは赤ちゃん

訪問」が 3.5％、「『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信」が 3.3％となっている。 
 
  

回答数

1 101
2 23
3 29
4 29
5 15
6 20
7 11
8 39
9 7

10 10
11 4
12 12
13 6
14 3
15 3

16 8
17 10
18 4
19 7
20 3
21 5

22 8
23 36
24 7
25 14
26 18

無回答 965
回答総数 1,397
全体 1,106

ファミリー・サポート・センター

子育て応援ボランティア講座

祖父母手帳作成ワークショップ

幼児健全発達相談

園訪問相談支援

ペアレントトレーニング

家庭児童相談事業

地域事業の開催と紹介

子育てサロン運営支援

いのちはぐくむ交流事業

『あいっくボランティア』の登録

わくわく広場

『防災サバイバル手帳』の配布

子育て家庭優待制度『あいっくーぽん』

LINE＠による情報発信

『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信

子ども交流ホール管理運営事業

サポートブック『はーと』

いち・に・のジャンプ！教室

一時預かり事業『ピーチルーム』

子育て利用者支援事業『こそだてこっこ』

子育て世帯交流会

子育てサークル支援

育児相談

こんにちは赤ちゃん訪問

【相談・発達支援】

【貸室、情報発信】

育児講座

【育児支援】

9.1
2.1
2.6
2.6

1.4
1.8

1.0
3.5

0.6
0.9

0.4
1.1

0.5
0.3
0.3

0.7
0.9

0.4
0.6
0.3
0.5

0.7
3.3

0.6
1.3
1.6

0 10 20 30 40
(MA％)

（87.3）
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【利用したことがある「あいっく」の事業（上位 5 位まで） 性別・年齢別】 
 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 参考 

全体 
（1,106名） 

わくわく広場 
こんにちは 

赤ちゃん訪問 

『キラキラねっ
と』『キラキラめ
ーる』の配信 

子育て世帯交流会／ 
子育てサークル支援 

無回答 
(965) 

9.1% 3.5% 3.3% 2.6% 87.3% 

男性 
（445 名） 

同上 
育児講座／ 
こんにちは赤ちゃん訪問 

子育て世帯 
交流会 

子育てサークル
支援 

無回答 
(406) 

7.0% 1.8% 1.6% 1.3% 91.2% 

女性 
（655 名） 

同上 
こんにちは赤ちゃん訪問／ 
『キラキラねっと』『キラキラめーる』
の配信 

子育てサークル
支援 

子育て世帯 
交流会 

無回答 
(553) 

10.7% 4.7% 3.5% 3.4% 84.4% 

10～20歳代 
（91 名） 

わくわく広場／ 
『キラキラねっと』『キラキラめーる』
の配信 

『防災サバイバ

ル手帳』の配布 

子育て世帯交流会／ 
子育て家庭優待制度『あいっくー
ぽん』 

無回答 
(79) 

8.8% 5.5% 4.4% 86.8% 

30 歳代 
（106 名） 

わくわく広場 
こんにちは 

赤ちゃん訪問 

『キラキラねっ
と』『キラキラめ
ーる』の配信 

子育て世帯 

交流会 

子育てサークル

支援 

無回答 
(64) 

30.2% 22.6% 15.1% 14.2% 12.3% 60.4% 

40 歳代 
（141 名） 

同上 
子育てサークル支援／ 
こんにちは赤ちゃん訪問／ 
『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信 

育児講座／ 
地域事業の開
催と紹介 

無回答 
(102) 

18.4% 7.1% 6.4% 72.3% 

50 歳代 
（161 名） 

同上 

育児講座／ 子育てサークル支援／ 
『あいっくボランティア登録』／ ファミリー・サポート・センター／ 
いち・に・のジャンプ！教室／ 家庭児童相談事業／ 
『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信／ LINE＠による情報発信 

無回答 
(149) 

2.5% 0.6% 92.5% 

60 歳代 
（257 名） 

同上 育児講座 

育児相談／ 
子育てサロン運営支援／ 
『あいっくボランティア登録』／ 
子ども交流ホール管理運営事業 

無回答 
(232) 

8.6% 1.2% 0.8% 90.3% 

70 歳代 
（248 名） 

同上 
一時預かり事
業『ピーチルー
ム』 

育児講座／ 
子育て世帯交流会／ 
子育てサロン運営支援／ 
こんにちは赤ちゃん訪問／ 
『あいっくボランティア登録』 

無回答 
(238) 

3.2% 1.2% 0.8% 96.0% 
80 歳以上 
（98 名） 

同上  
無回答 

(97) 
1.0%  99.0% 

 
利用したことがある『あいっく』の事業（複数回答）について、性別にみると、男女とも「わ

くわく広場」が最も多く、次いで男性は「育児講座」と「こんにちは赤ちゃん訪問」であり、

女性は「こんにちは赤ちゃん訪問」と「『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信」となっ

ている。 
 
年齢別にみると、50 歳以上は無回答が 9 割を超えており、利用した人はわずかとなっている。

10～20 歳代は「わくわく広場」と「『キラキラねっと』『キラキラめーる』の配信」が最も多

く、30 歳代と 40 歳代は「わくわく広場」となっている。 
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（13）市による子育て支援の取り組みを充実する必要性 
問 22 あなたは、河内長野市で子育て支援の取り組みを充実していくことが必要だと思い

ますか。（○はいくつでも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河内長野市で子育て支援の取り組みを充実していくことについては、「必要だと思う」が

48.8％と最も多く、次いで「大いに必要だと思う」が 38.3％、「わからない」が 8.2％となって

おり、「大いに必要だと思う」と「必要だと思う」を合わせた『必要である』は 87.1％となっ

ている。 
 

【河内長野市による子育て支援の取り組みを充実する必要性 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『必要である』は、男性が 85.6％、女性が 88.4％となっている。 
年齢別にみると、『必要である』は、40 歳代が 90.8％と多く、次いで 60 歳代が 89.1％、30

歳代が 87.7％となっている。  

38.3

36.6

39.5

48.8

49.0

48.9

2.2

3.1

1.5

0.8

0.7

0.9

8.2

8.8

7.8

無回答

1.6

1.8

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

必要だと
思う

あまり必要
だと思わない

必要では
ないと思う

わからない大いに必要
だと思う

48.4

50.9

43.3

26.1

40.5

35.9

30.6

37.4

36.8

47.5

59.6

48.6

50.8

51.0

2.2

1.9

0.7

2.5

2.7

1.6

4.1

0.0

0.0

2.1

1.2

0.4

0.4

2.0

11.0

9.4

6.4

8.7

7.0

8.1

10.2

1.1

0.9

0.0

1.9

0.8

3.2

2.0

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 424
2 540
3 24
4 9
5 わからない 91
無回答 18
全体 1,106

大いに必要だと思う

必要だと思う

必要ではないと思う

あまり必要だと思わない

38.3
48.8

2.2
0.8

8.2
1.6

0 10 20 30 40 50
(％)
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（14）若い世代の人や子育て世帯を増加させるために必要と思うこと 
問 23 あなたは、河内長野市に若い世代の人や子育て世帯を増加させるために、どのよう

なことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
若い世代の人や子育て世帯を増加させるために必要と思うこと（複数回答）は、「経済的な

負担を軽減（すること）」が 56.5％と最も多く、次いで「医療機関を充実（すること）」が 53.4％、

「子育て支援制度を充実（すること）」が 53.0％となっている。 
 
  

回答数

1 625
2 586
3 431
4 591
5 458
6 401
7 242
8 289
9 298

10 258
11 184
12 53
13 55

無回答 29
回答総数 4,500
全体 1,106

地域コミュニティが子育て支援

情報発信ツールを充実
その他

わからない、思いつかない

経済的な負担を軽減

子育て支援制度を充実

安心・安全な環境を充実

医療機関を充実

保育・幼児教育施設を充実
子どもの居場所づくり､子どもクラブを充実

学校教育を充実

自然環境を整備・充実

住宅取得を援助

56.5
53.0

39.0
53.4

41.4
36.3

21.9
26.1
26.9

23.3
16.6

4.8
5.0

2.6

0 10 20 30 40 50 60
(MA％)
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【若い世代や子育て世帯を増加させるために必要と思うこと（上位 5 位まで） 性別・年齢別】 
 第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位 参考 

全体 
（1,106名） 

経済的な負担を
軽減 

医療機関を充
実 

子育て支援制
度を充実 

保育・幼児教育
施設を充実 

安心・安全な環
境を充実 

無回答 
(29) 

56.5% 53.4% 53.0% 41.4％ 39.0% 2.6% 
男性 

（445 名） 
同上 同上 同上 同上 同上 

無回答 
(17) 

59.1% 48.8% 48.1% 40.2% 35.7% 3.8% 

女性 
（655 名） 

医療機関を充
実 

子育て支援制
度を充実 

経済的な負担を
軽減 

同上 
子どもの居場所づ
くり、子どもクラブ
を充実 

無回答 
(11) 

56.8% 56.5% 54.8％ 42.1% 41.4% 1.7% 

10～20歳代 
（91 名） 

経済的な負担を
軽減 

同上 
保育・幼児教育
施設を充実 

医療機関を充
実 

安心・安全な環
境を充実 

無回答 
(0) 

78.0% 50.5% 45.1% 44.0% 40.7% 0.0% 

30 歳代 
（106 名） 

同上 同上 
医療機関を充
実 

子どもの居場所づ
くり、子どもクラブ
を充実 

保育・幼児教育
施設を充実 

無回答 
(3) 

76.4% 57.5% 54.7% 50.0% 47.2% 2.8% 

40 歳代 
（141 名） 

同上 
医療機関を充
実 

子育て支援制
度を充実 

安心・安全な環
境を充実 

子どもの居場所づ
くり、子どもクラブ
を充実 

無回答 
(3) 

64.5% 55.3% 53.2% 48.9% 41.1% 2.1% 
50 歳代 

（161 名） 
医療機関を充
実 

経済的な負担を
軽減 

同上 同上 
保育・幼児教育
施設を充実 

無回答 
(3) 

55.3% 54.7% 53.4% 38.5% 35.4% 1.9% 

60 歳代 
（257 名） 

子育て支援制度を充実／ 
医療機関を充実 

経済的な負担を
軽減 

保育・幼児教育
施設を充実 

子どもの居場所づ
くり、子どもクラブ
を充実 

無回答 
(6) 

59.5% 50.6% 46.7% 40.1% 2.3% 
70 歳代 

（248 名） 
医療機関を充
実 

経済的な負担を軽減／ 
子育て支援制度を充実 

同上 
安心・安全な環
境を充実 

無回答 
(12) 

51.2% 49.2% 42.3% 37.1% 4.8% 
80 歳以上 
（98 名） 

同上 
経済的な負担を軽減／ 
子育て支援制度を充実 

安心・安全な環境を充実／ 
保育・幼児教育施設を充実 

無回答 
(1) 

45.9% 41.8% 39.8% 1.0% 
 
若い世代の人や子育て世帯を増加させるために必要と思うこと（複数回答）について、性別

にみると、男性は「経済的な負担を軽減（すること）」が最も多く、女性は「医療機関を充実

（すること）」が最も多くなっている。第 2 位は、男性が「医療機関を充実（すること）」、「女

性が「子育て支援制度を充実（すること）」となっている。 
 
年齢別にみると、10～20 歳代と 30 歳代、40 歳代は「経済的な負担を軽減（すること）」が

最も多く、50 歳代と 70 歳代、80 歳以上は「医療機関を充実（すること）」が、60 歳代は「子

育て支援制度を充実（すること）」と「医療機関を充実（すること）」が最も多くなっている。 
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（15）子育てしやすいまちになるために必要だと思うこと（自由記述） 
問 24 最後に、「河内長野市が子育てしやすいまち」となるためには、あなたはどのような

ことが必要だと思いますか。率直なご意見をご記入ください。 
 
「河内長野市が子育てしやすいまち」となるために必要だと思うことについて、527 名が 710

件の意見を記入されている。 
主な意見は次の通りである。 

 
【子育て支援施策】 

・公立保育所や幼稚園の充実 ······························································· 30 件 
・子育て支援制度の充実 ····································································· 28 件 
・若い世代の働くことのできる場の確保 ················································ 22 件 
・親・大人の教育（子どもの模範、親としての教育など） ························· 20 件 
・放課後の子どもの居場所つくり（学童保育、延長保育、病児保育など） ···· 17 件 
・身近な相談窓口の充実 ····································································· 12 件 
・子育て支援に関する情報の発信・提供 ················································ 11 件 
・学童保育の質的向上・指導員の資質向上··············································· 9 件 
・保育所待機児童の解消 ······································································ 7 件 
・子育て世帯のニーズの把握と対応 ······················································· 7 件 
・「あいっく」等の室内型子育て支援施設の充実 ······································· 6 件 
・子育て世帯への家事・生活支援 ·························································· 5 件 
・保育所の質的向上・職員の資質向上 ···················································· 4 件 など 

 
【安全・安心の取り組み】 

・子どもが安心して遊べる公園・遊び場等の充実 ····································· 37 件 
・バス・電車・タクシーなどの公共交通機関の充実 ·································· 26 件 
・防犯・治安対策の充実（防犯カメラ、街灯増設など） ···························· 23 件 
・自然環境の整備・充実 ····································································· 13 件 
・通学路の安全性の向上・充実 ···························································· 11 件 など 

 
【経済的な支援】 

・経済的な負担の軽減（減免、子ども手当て・補助金の充実 など） ·········· 69 件 
・子ども医療費の無料化を 18 歳までに ·················································· 16 件 
・保育料等の低減化・無料化 ································································ 7 件 
・妊婦健診や出産費用の補助充実 ·························································· 5 件 など 

 
【まちづくり全般】 

・高齢者・障がい者にやさしいまち＝子育て世帯にやさしいまち ················ 23 件 
・商業施設・ショッピングセンター等の整備・充実 ·································· 20 件 
・道路・歩道の整備 ··········································································· 14 件 
・河内長野市の良さのアピールの充実 ··················································· 11 件 
・駅前の整備・活性化 ········································································· 7 件 
・プールや体育館・図書館の整備・充実 ················································· 7 件 
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・次代を担う人材の育成を ··································································· 4 件 
・公民館や空き家等の活用 ··································································· 3 件 など 

 
【地域との関わり】 

・近隣による支え合い・助け合い（見守り、あいさつ、声かけなど） ·········· 43 件 
・多世代交流の推進（高齢者と子ども、子ども同士など） ························· 11 件 
・子育て世帯の交流の機会づくり ·························································· 8 件 
・子ども向けイベントの充実 ································································ 5 件 など 

 
【教育環境】 

・学校教育の充実・質的向上 ······························································· 28 件 
・小・中学校での完全給食の実施 ························································· 20 件 
・小・中学校でのエアコンの設置 ························································· 10 件 など 

 
【医療機関】 

・医療機関の充実（小児科、子ども対応の耳鼻科・眼科など） ··················· 15 件 
・小児の夜間・救急病院 ····································································· 12 件 など 

 
【定住促進施策】 

・住宅取得に関する補助充実 ································································ 5 件 
・家賃補助制度の充実 ········································································· 3 件 
・若い世帯向け住宅の確保 ··································································· 3 件 など 

 
【市政運営】 

・市の財政状況をよくすること ····························································· 9 件 
・子育て施策よりも高齢者施策の充実を ················································· 6 件 
・市民・市職員の意識改革 ··································································· 6 件 
・定住促進策の充実 ············································································ 4 件 
・長期的な視点に立ったまちづくりを ···················································· 4 件 
・支援を必要な人に情報が伝わっていない··············································· 3 件 など 

 
【その他】 

・その他 ·························································································· 21 件 
・わからない ···················································································· 14 件 など 
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2．市政全般について 
（1）現在の満足度 
問 10 あなたは、現在の河内長野市の生活環境等についてどの程度満足されていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

非常に満足

3.8 

7.0 

3.2 

3.5 

2.0 

4.1 

2.7 

1.7 

1.8 

2.4 

2.4 

3.1 

2.4 

2.3 

2.1 

1.8 

3.3 

2.2 

1.3 

1.4 

1.6 

3.4 

3.6 

7.3 

9.4 

1.4 

4.2 

3.5 

2.2 

2.7 

6.6 

1.3 

0.7 

0.8 

1.2 

1.7 

1.3 

1.3 

8.1 

2.6 

やや満足

13.2 

19.3 

11.6 

10.8 

5.5 

13.7 

9.7 

3.7 

6.0 

9.3 

8.9 

10.8 

10.3 

7.5 

11.0 

11.2 

13.2 

10.0 

5.3 

3.8 

5.1 

17.0 

17.9 

27.6 

29.2 

12.5 

18.6 

18.3 

11.3 

10.1 

15.6 

3.0 

4.4 

5.0 

3.6 

4.2 

3.3 

3.9 

15.2 

18.6 

普通

53.2 

51.0 

56.2 

54.5 

52.5 

54.3 

37.1 

34.4 

44.1 

53.4 

42.1 

40.1 

37.4 

44.9 

45.8 

47.7 

45.7 

43.5 

55.2 

50.7 

47.5 

52.6 

52.0 

42.9 

42.8 

48.1 

55.8 

48.1 

43.5 

35.7 

52.7 

32.9 

43.9 

42.6 

38.5 

47.1 

39.8 

37.1 

50.2 

46.0 

やや不満

9.8 

6.0 

12.2 

14.3 

10.8 

10.4 

24.5 

18.0 

19.7 

11.4 

8.1 

10.3 

11.9 

9.2 

9.0 

9.6 

8.1 

15.2 

4.3 

5.4 

5.2 

7.5 

7.5 

8.6 

6.7 

22.0 

11.4 

17.5 

23.8 

26.3 

9.6 

30.0 

10.8 

18.8 

16.3 

11.4 

17.0 

17.8 

8.9 

15.4 

非常に不満

2.8 

2.5 

2.5 

4.2 

2.4 

1.9 

8.6 

5.5 

8.0 

3.3 

2.1 

2.2 

3.9 

2.2 

1.6 

1.3 

1.3 

4.3 

1.2 

1.2 

1.3 

2.2 

1.2 

2.4 

1.6 

7.0 

2.4 

4.3 

9.6 

14.3 

3.3 

20.0 

4.0 

7.1 

10.1 

4.0 

6.0 

7.7 

3.9 

3.9 

わからない

12.9 

9.5 

9.3 

7.2 

20.8 

10.8 

12.8 

29.5 

14.9 

14.3 

28.8 

26.5 

26.5 

26.3 

23.1 

21.2 

20.9 

18.3 

25.9 

30.3 

32.5 

11.2 

12.0 

5.7 

4.7 

5.0 

2.7 

3.5 

4.1 

6.7 

7.4 

7.9 

30.7 

20.8 

25.1 

26.7 

27.5 

26.9 

8.5 

3.7 

無回答

4.3 

4.7 

5.0 

5.3 

6.0 

4.9 

4.6 

7.2 

5.5 

5.9 

7.6 

7.0 

7.5 

7.6 

7.2 

7.2 

7.5 

6.5 

6.8 

7.2 

7.0 

6.1 

5.8 

5.6 

5.6 

4.2 

4.9 

4.8 

5.6 

4.2 

4.8 

5.0 

5.4 

4.9 

5.2 

5.0 

5.2 

5.4 

5.2 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡 例 
1．防災 
2．消防・救急 
3．防犯 
4．交通安全 
5．消費者行政 
6．地域の支え合い 
7．高齢者にとっての暮らしやすさ 
8．障がい者にとっての暮らしやすさ 
9．社会保障制度 
10．健康づくりを進める環境 
11．児童に対する福祉 
12．子育てのしやすさ 
13．小中学校の教育環境 
14．青少年の健全な育成 
15．各種講座や施設など生涯学習の環境 
16．文化芸術活動などの環境 
17．歴史文化遺産の保存・活用 
18．スポーツ施設や活動などの環境 
19．人権の尊重と平和意識の高揚 
20．男女共同参画の推進 
21．国際交流や多文化共生社会の推進 
22．自然環境への配慮 
23．リサイクル施策など循環型社会への取り組み 
24．騒音・悪臭などの少なさ 
25．まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ 
26．市街地の整備 
27．住環境 
28．公園や緑地などの環境 
29．道路や橋などの交通網 
30．バスなどの公共交通サービス 
31．上下水道 
32．商業地などの賑わい 
33．農林業の振興 
34．観光事業 
35．身近な場での働きやすさ 
36．市民同士の連携や市民と行政の協働 
37．行政改革への取り組み 
38．適正で透明性の高い財政運営 
39．市職員の窓口や電話等での対応 
40．市全体として 

全体（1,106 名） 
【
安
全
・
安
心
】 

  

【
福
祉
・
健
康
】 

  

【
子
育
て
・
教
育
・
生
涯
学
習
】 

 

【
人
権
】 

 

【
環
境
】 

 
  

【
都
市
基
盤
】 

 
 
  

【
産
業
】 

 
 
 

【
協
働
・
行
財
政
】【
人
事
】 
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市政に対する現在の満足度については、すべての項目において「普通」が最も多くなってい

る。 
また、「非常に満足」では、“まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ”が 9.4％と最も多く、

次いで“市職員の窓口や電話等での対応”が 8.1％、“騒音・悪臭などの少なさ”が 7.3％とな

っている。 
「非常に満足」と「やや満足」を合わせた『満足』をみると、“まちなみ・自然・歴史など

景観の美しさ”が 38.6％と最も多く、次いで“騒音・悪臭などの少なさ”が 34.9％、“消防・

救急”が 26.3％となっている。 
一方、「非常に不満」と「やや不満」を合わせた『不満』は、“商業地などの賑わい”が 50.0％

と最も多く、次いで“バスなどの公共交通サービス”が 40.6％、“道路や橋などの交通網”が

33.4％となっている。 
なお、「市全体として」は、「普通」が 46.0％、『満足』が 21.2％、『不満』が 19.3％となっ

ている。 
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【安全・安心】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【安全・安心】の分野については、『満足』は“消防・救急”が 26.3％と最も多く、『不満』

は“交通安全”が 18.5％と他の項目に比べて多くなっている。 
 
≪地域別≫ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域別にみると、『満足』については、“防災”と“消費者行政”は西地域（それぞれ 25.0％、

10.8％）が、“消防・救急”と“防犯”と“交通安全”は南花台地域（それぞれ 37.1％、22.2％、

21.0％）が最も多くなっている。 
一方、『不満』は、“防災”と “交通安全”と“消費者行政”は加賀田地域（それぞれ 16.5％、

25.2％、20.2％）が、“消防・救急”は美加の台地域（14.7％）が、“防犯”は西地域（19.6％）

が最も多くなっている。   

5．消費者行政 1．防災 

非常に満足

3.8

7.0

3.2

3.5

2.0

やや満足

13.2

19.3

11.6

10.8

5.5

普通

53.2

51.0

56.2

54.5

52.5

やや不満

9.8

6.0

12.2

14.3

10.8

非常に不満

2.8

2.5

2.5

4.2

2.4

わからない

12.9

9.5

9.3

7.2

20.8

無回答

4.3

4.7

5.0

5.3

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

1.防災

2.消防・

3.防犯

交通安

消費者

2．消防・救急 

全体（1,106 名） 

1.防災 
 
2.消防・救急 
 
3.防犯 
 
4.交通安全 
 
5.消費者行政 

3．防犯 4．交通安全 

凡例の説明（P33～P43） 
   ：非常に満足＋やや満足、  ：普通、  ：非常に不満＋やや不満、  ：わからない＋無回答（%は省略） 

満足

26.3

27.7

24.1

27.1

35.8

25.1

17.0

37.1

普通

51.0

47.8

58.1

50.8

52.2

51.8

58.5

49.4

不満

8.5

7.5

9.8

7.2

8.7

10.8

14.7

6.1

0% 50% 100%

例

)
域

)
域

域

)
域

域

域

満足

14.8

15.8

11.9

13.9

20.6

13.0

15.8

22.2

普通

56.2

53.9

64.0

55.5

54.3

59.0

63.4

58.0

不満

14.7

14.5

13.3

16.9

19.6

15.8

13.4

11.1

0% 50% 100%

例

)
域

)
域

域

)
域

域

域

満足

14.3

15.8

13.8

14.9

16.3

12.3

10.9

21.0

普通

54.5

51.8

62.6

51.7

59.8

51.8

65.9

56.8

不満

18.5

20.6

16.3

18.7

20.6

25.2

18.3

12.3

0% 50% 100%

例

)
域

)
域

域

)
域

域

域

満足

7.5

5.2

6.9

9.8

10.8

8.6

4.9

7.4

普通

52.5

55.3

55.2

50.8

53.3

49.6

53.7

66.7

不満

13.2

10.5

17.7

10.5

16.3

20.2

15.9

6.2

0% 50% 100%

満足

17.0

15.8

14.8

19.1

25.0

16.6

13.4

22.2

普通

53.2

51.8

58.6

51.3

54.3

51.8

62.2

59.3

不満

12.6

13.5

15.8

10.2

14.1

16.5

11.0

6.1

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)
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【福祉・健康】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【福祉・健康】の分野については、『満足』は“地域の支え合い”が 17.8％と最も多く、『不

満』は“高齢者にとっての暮らしやすさ”が 33.1％と他の項目に比べて多くなっている。 
 
≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域別にみると、『満足』については、“地域の支え合い”と“障がい者にとっての暮らしや

すさ”“社会保障制度”“健康づくりを進める環境”は西地域（それぞれ35.9％、9.7％、14.1％、

18.5％）が、“高齢者にとっての暮らしやすさ”は美加の台地域（14.7％）が最も多くなってい

る。 
一方、『不満』は、“地域の支え合い”と“高齢者にとっての暮らしやすさ”“社会保障制度”

“健康づくりを進める環境”は加賀田地域（それぞれ 18.0％、51.0％、33.9％、18.7％）が、

“障がい者にとっての暮らしやすさ”は西地域（30.5％）が最も多くなっている。 
  

非常に満足

4.1

2.7

1.7

1.8

2.4

やや満足

13.7

9.7

3.7

6.0

9.3

普通

54.3

37.1

34.4

44.1

53.4

やや不満

10.4

24.5

18.0

19.7

11.4

非常に不満

1.9

8.6

5.5

8.0

3.3

わからない

10.8

12.8

29.5

14.9

14.3

無回答

4.9

4.6

7.2

5.5

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

6.地域の

7.高齢者

8.障がい

9.社会保

10.健康

6．地域の支え合い 7．高齢者にとって
の暮らしやすさ 

8．障がい者にとっ
ての暮らしやすさ 

9．社会保障制度 10．健康づくりを
進める環境 

6.地域の支え合
い  

7.高齢者にとっ
ての暮らしや
すさ  

8.障がい者にと
っての暮らし
やすさ 

 

9.社会保障制度 
 
10.健康づくりを
進める環境 

全体（1,106 名） 

満足

17.8

18.0

14.2

16.5

35.9

15.1

20.8

18.5

普通

54.3

51.3

65.5

54.2

52.2

51.8

52.4

59.3

不満

12.3

13.6

12.8

12.2

4.3

18.0

15.9

7.4

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

12.4

13.1

10.4

14.0

14.1

12.3

14.7

13.6

普通

37.1

41.7

40.4

41.1

37.0

23.7

32.9

40.7

不満

33.1

26.7

36.5

27.1

38.1

51.0

40.2

28.4

0% 50% 100%

例

)
域

)
域

域

)
域

域

域

満足

5.4

4.8

4.0

8.5

9.7

1.4

8.6

3.7

普通

34.4

39.0

37.9

33.1

29.3

33.1

34.1

34.6

不満

23.5

21.0

26.1

16.5

30.5

30.2

26.8

29.7

0% 50% 100%

満足

7.8

7.9

5.4

10.2

14.1

4.3

7.3

6.2

普通

44.1

41.7

51.7

41.5

46.7

42.4

52.4

48.1

不満

27.7

30.2

30.1

25.9

29.4

33.9

24.4

22.2

0% 50% 100%

例

)
域

)
域

域

)
域

域

域

満足

11.7

14.0

7.9

12.3

18.5

10.8

12.2

12.3

普通

53.4

53.5

60.6

51.7

52.2

53.2

54.9

58.0

不満

14.7

11.0

15.3

13.1

18.4

18.7

17.0

18.5

0% 50% 100%
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【子育て・教育・生涯学習】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【子育て・教育・生涯学習】の分野については、『満足』は“歴史文化遺産の保存・活用”

が 16.5％と最も多く、『不満』は“スポーツ施設や活動などの環境”が 19.5％と他の項目に比

べて多くなっている。 
 

  

非常に満足

2.4

3.1

2.4

2.3

2.1

1.8

3.3

2.2

やや満足

8.9

10.8

10.3

7.5

11.0

11.2

13.2

10.0

普通

42.1

40.1

37.4

44.9

45.8

47.7

45.7

43.5

やや不満

8.1

10.3

11.9

9.2

9.0

9.6

8.1

15.2

非常に不満

2.1

2.2

3.9

2.2

1.6

1.3

1.3

4.3

わからない

28.8

26.5

26.5

26.3

23.1

21.2

20.9

18.3

無回答

7.6

7.0

7.5

7.6

7.2

7.2

7.5

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

11.児童

12.子育

13.小中

14.青少

15.各種

16.文化

17.歴史

18.スポ

11.児童に対する
福祉 

 
12.子育てのしや
すさ 

 
13.小中学校の教
育環境 

 
14.青少年の健全
な育成 

 
15.各種講座や施
設など生涯学
習の環境  

16.文化芸術活動
などの環境 

 
17.歴史文化遺産
の保存・活用  

18.スポーツ施設
や活動などの
環境 

全体（1,106 名） 
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≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『満足』については、美加の台地域が“子育てのしやすさ”（19.6％）、“小

中学校の教育環境”（28.1％）、“青少年の健全な育成”（17.1％）で最も多くなっている。ま

た、“児童に対する福祉”は東地域（12.8％）が、“各種講座や施設など生涯学習の環境”は千

代田地域（16.1％）が、“文化芸術活動などの環境”と“歴史文化遺産の保存・活用”が西地

域（それぞれ 18.4％、25.0％）、“スポーツ施設や活動などの環境”は長野地域（15.4％）が、

他の地域に比べて多くなっている。 
一方、『不満』については、南花台地域が“児童に対する福祉”（16.0％）、“子育てのしやすさ”

（22.2％）、“小中学校の教育環境”（28.4％）で最も多くなっており、美加の台地域が“各種講

座や施設など生涯学習の環境”（14.6％）、“文化芸術活動などの環境”（19.5％）、“スポーツ施

設や活動などの環境”（31.7％）で最も多くなっている。また、“青少年の健全な育成”は西地域

（15.2％）が、“歴史文化遺産の保存・活用”は加賀田地域（14.4％）が、他の地域に比べて多く

なっている。  

11．児童に対する福祉 12．子育てのしやすさ 13．小中学校の教育
環境 

14．青少年の健全な
育成 

15．各種講座や施設な
ど生涯学習の環境 

16．文化芸術活動な
どの環境 

17．歴史文化遺産の
保存・活用 

18．スポーツ施設や
活動などの環境 

満足

11.3

11.8

12.8

12.7

9.8

9.3

11.0

11.1

普通

42.1

38.6

52.2

39.8

45.7

43.2

45.1

38.3

不満

10.2

8.7

11.3

8.1

10.9

11.5

10.9

16.0

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

13.9

12.2

16.7

16.6

12.0

10.1

19.6

11.1

普通

40.1

41.2

47.3

37.3

43.5

40.3

42.7

35.8

不満

12.5

10.1

11.3

11.0

13.1

15.9

13.4

22.2

0% 50% 100%

満足

12.7

9.6

11.9

13.6

13.1

9.4

28.1

16.1

普通

37.4

37.3

48.8

36.0

34.8

35.3

41.5

30.9

不満

15.8

14.5

13.3

13.1

17.4

23.8

12.2

28.4

0% 50% 100%

満足

9.8

10.1

7.9

11.4

8.7

6.5

17.1

11.1

普通

44.9

40.8

57.6

39.8

46.7

51.1

47.6

44.4

不満

11.4

14.0

9.4

10.6

15.2

13.0

8.5

9.9

0% 50% 100%

満足

13.1

13.2

14.3

16.1

13.1

10.1

13.4

12.3

普通

45.8

43.4

62.6

37.3

47.8

48.9

47.6

43.2

不満

10.6

13.2

5.9

9.3

12.0

14.3

14.6

9.9

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

13.0

16.3

10.9

11.8

18.4

12.9

12.2

13.5

普通

47.7

46.5

62.1

44.1

45.7

47.5

46.3

49.4

不満

10.9

7.9

9.9

9.4

12.0

14.3

19.5

13.6

0% 50% 100%

満足

16.5

15.4

19.2

15.7

25.0

14.4

17.1

14.8

普通

45.7

43.9

52.7

45.8

41.3

47.5

51.2

46.9

不満

9.4

9.6

10.4

6.8

6.5

14.4

11.0

12.3

0% 50% 100%

満足

12.2

15.4

12.9

15.3

15.2

7.9

8.6

6.2

普通

43.5

37.7

55.2

42.8

45.7

41.7

45.1

48.1

不満

19.5

20.2

16.3

17.8

18.5

20.9

31.7

23.4

0% 50% 100%
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【人権】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【人権】の分野については、『満足』は“国際交流や多文化共生社会の推進”が 6.7％と最も

多く、『不満』は“男女共同参画の推進”が 6.6％と他の項目に比べて多くなっている。 
 
≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『満足』については、“人権の尊重と平和意識の高揚”と“国際交流や多文

化共生社会の推進”は西地域（それぞれ 10.9％、11.9％）が、“男女共同参画の推進”は千代

田地域と西地域（ともに 7.6％）が最も多くなっている。 
一方、『不満』は、“人権の尊重と平和意識の高揚”は加賀田地域と南花台地域（ともに 8.6％）

が、“男女共同参画の推進”は南花台地域（9.9％）が、“国際交流や多文化共生社会の推進”が

加賀田地域（12.3％）と、他の地域に比べて多くなっている。 
 
 
  

非常に満足

1.3

1.4

1.6

やや満足

5.3

3.8

5.1

普通

55.2

50.7

47.5

やや不満

4.3

5.4

5.2

非常に不満

1.2

1.2

1.3

わからない

25.9

30.3

32.5

無回答

6.8

7.2

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

19.人権

20.男女

21.国際

19．人権の尊重と平
和意識の高揚 

20．男女共同参画の
推進 

21．国際交流や多文
化共生社会の推進 

全体（1,106 名） 
19.人権の尊重と
平和意識の高
揚  

20.男女共同参画
の推進  

21.国際交流や多
文化共生社会
の推進 

満足

6.6

7.0

4.0

10.2

10.9

5.0

3.6

3.7

普通

55.2

53.5

67.0

50.8

57.6

52.5

63.4

58.0

不満

5.5

6.6

3.9

3.0

7.6

8.6

4.9

8.6

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

5.2

6.2

3.0

7.6

7.6

2.9

2.4

4.9

普通

50.7

50.4

60.6

47.0

52.2

51.8

58.5

48.1

不満

6.6

6.1

5.9

6.4

4.4

9.3

6.1

9.9

0% 50% 100%

満足

6.7

8.8

6.4

7.2

11.9

4.3

4.9

3.7

普通

47.5

45.2

58.1

45.8

45.7

43.9

58.5

46.9

不満

6.5

4.8

5.9

5.9

4.4

12.3

6.1

8.7

0% 50% 100%
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【環境】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【環境】の分野については、『満足』は“まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ”が 38.6％

と最も多く、『不満』は“騒音・悪臭などの少なさ”が 11.0％と他の項目に比べて多くなって

いる。 
 
≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『満足』については、西地域が“自然環境への配慮”（25.0％）と“リサイ

クル施策など循環型社会への取り組み”（29.3％）が他の地域に比べて多くなっている。また、

美加の台地域は、“騒音・悪臭などの少なさ”（50.0％）と“まちなみ・自然・歴史など景観

の美しさ”（53.6％）が他の地域に比べて多くなっている。 
一方、『不満』は、“自然環境への配慮”は加賀田地域（13.0％）が、“リサイクル施策など

循環型社会への取り組み”は千代田地域（11.9％）が、“騒音・悪臭などの少なさ”は西地域

（15.3％）が、“まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ”は美加の台地域（12.2％）が、他の

地域よりも多くなっている。 
  

非常に満足

3.4

3.6

7.3

9.4

やや満足

17.0

17.9

27.6

29.2

普通

52.6

52.0

42.9

42.8

やや不満

7.5

7.5

8.6

6.7

非常に不満

2.2

1.2

2.4

1.6

わからない

11.2

12.0

5.7

4.7

無回答

6.1

5.8

5.6

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

22.自然

23.リサ

24.騒音

25.まち

22．自然環境への配
慮 

23．リサイクル施策な
ど循環型社会への
取り組み 

24．騒音・悪臭など
の少なさ 

25．まちなみ・自然・
歴史など景観の美
しさ 

22.自然環境への
配慮  

23.リサイクル施策
など循環型社
会への取り組み  

24.騒音・悪臭な
どの少なさ 

 
25.まちなみ・自
然・歴史など景
観の美しさ 

全体（1,106 名） 

満足

20.4

19.3

20.2

22.4

25.0

20.9

24.4

17.3

普通

52.6

52.6

58.1

47.9

51.1

53.2

61.0

61.7

不満

9.7

8.3

11.4

9.8

11.9

13.0

6.1

9.8

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

21.5

21.9

21.6

22.1

29.3

17.9

24.4

19.8

普通

52.0

51.8

61.1

46.6

50.0

55.4

54.9

58.0

不満

8.7

6.5

7.9

11.9

6.5

10.0

8.5

11.1

0% 50% 100%

満足

34.9

35.1

34.5

29.3

39.2

36.7

50.0

38.2

普通

42.9

41.2

48.3

48.7

38.0

41.7

35.4

46.9

不満

11.0

13.6

11.4

11.0

15.3

10.8

8.5

4.9

0% 50% 100%

満足

38.6

38.1

38.5

33.1

50.0

38.1

53.6

44.5

普通

42.8

44.3

46.3

49.6

39.1

41.0

28.0

44.4

不満

8.3

7.9

9.4

8.5

6.5

9.3

12.2

4.9

0% 50% 100%
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【都市基盤】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【都市基盤】の分野については、『満足』は“住環境”が 22.8％と最も多く、『不満』は“バ

スなどの公共交通サービス”が 40.6％と他の項目に比べて多くなっている。 
 

  

非常に満足

1.4

4.2

3.5

2.2

2.7

6.6

やや満足

12.5

18.6

18.3

11.3

10.1

15.6

普通

48.1

55.8

48.1

43.5

35.7

52.7

やや不満

22.0

11.4

17.5

23.8

26.3

9.6

非常に不満

7.0

2.4

4.3

9.6

14.3

3.3

わからない

5.0

2.7

3.5

4.1

6.7

7.4

無回答

4.2

4.9

4.8

5.6

4.2

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

26.市街

27.住環

28.公園

29.道路

30.バス

31.上下

26.市街地の整備 
 
27.住環境 
 
28.公園や緑地な
どの環境 

 
29.道路や橋など
の交通網 

 
30.バスなどの公
共交通サービス 

 
31.上下水道 

全体（1,106 名） 
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≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『満足』については、“市街地の整備”と“住環境”は南花台地域（それぞ

れ 17.3％、32.1％）が、“公園や緑地などの環境”は美加の台地域（34.2％）が、“道路や橋な

どの交通網”は西地域（15.2％）が、“バスなどの公共交通サービス”は千代田地域（15.2％）

が、“上下水道”は東地域（26.1％）が、最も多くなっている。 
一方、『不満』は、“市街地の整備”と“道路や橋などの交通網”は東地域（それぞれ 35.5％、

39.9％）が、“住環境”は加賀田地域が 16.5％で多くなっている。また、西地域は、“公園や緑

地などの環境”（26.1％）、“バスなどの公共交通サービス”（55.4％）、“上下水道”（20.6％）

で他の地域に比べて多くなっている。 
  

26．市街地の整備 27．住環境 28．公園や緑地などの環境 

29．道路や橋などの
交通網 

30．バスなどの公共
交通サービス 

31．上下水道 

満足

13.9

13.2

11.8

14.8

16.3

12.9

13.4

17.3

普通

48.1

49.1

45.8

45.8

46.7

51.8

56.1

46.9

不満

29.0

27.2

35.5

29.3

30.4

25.9

22.0

29.6

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

22.8

20.6

23.1

20.7

25.0

19.4

31.7

32.1

普通

55.8

56.6

55.7

59.3

56.5

54.0

52.4

51.9

不満

13.8

14.5

15.8

11.9

16.3

16.5

11.0

8.6

0% 50% 100%

満足

21.8

23.7

18.2

22.4

23.9

16.5

34.2

18.5

普通

48.1

45.2

51.2

48.3

43.5

49.6

43.9

56.8

不満

21.8

21.0

24.1

20.7

26.1

23.0

19.5

19.7

0% 50% 100%

満足

13.5

13.6

13.3

14.4

15.2

11.5

12.2

14.8

普通

43.5

44.7

38.4

46.2

43.5

43.9

45.1

46.9

不満

33.4

29.8

39.9

29.2

34.8

34.5

37.8

32.1

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

12.8

14.5

11.4

15.2

14.1

10.8

8.5

11.1

普通

35.7

37.7

41.4

31.4

27.2

34.5

37.8

33.3

不満

40.6

36.0

37.9

36.0

55.4

46.8

50.0

48.2

0% 50% 100%

満足

22.2

23.3

26.1

25.0

22.8

16.5

13.4

23.4

普通

52.7

49.6

50.2

50.8

50.0

59.0

65.9

55.6

不満

12.9

13.2

13.8

8.9

20.6

15.1

9.8

12.3

0% 50% 100%
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【産業】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【産業】の分野については、『満足』は“観光事業”が 5.8％と最も多く、『不満』は、“商業

地などの賑わい”が 50.0％となっている。 
 
≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『満足』については、“商業地などの賑わい”は千代田地域（5.5％）が、“農

林業の振興”は西地域（6.5％）、“観光事業”と“身近な場での働きやすさ”は長野地域（それ

ぞれ 8.7％、6.6％）が、他の地域に比べて多くなっている。 
一方、『不満』は、“商業地などの賑わい”と“身近な場での働きやすさ”は美加の台地域（そ

れぞれ65.8％、34.2％）が、“農林業の振興”は西地域（17.4％）が、“観光事業”は東地域（30.1％）

が、他の地域に比べて多くなっている。 
 
  

非常に満足

1.3

0.7

0.8

1.2

やや満足

3.0

4.4

5.0

3.6

普通

32.9

43.9

42.6

38.5

やや不満

30.0

10.8

18.8

16.3

非常に不満

20.0

4.0

7.1

10.1

わからない

7.9

30.7

20.8

25.1

無回答

5.0

5.4

4.9

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

32.商業

33.農林

34.観光

35.身近

32．商業地などの賑
わい 

33．農林業の振興 34．観光事業 35．身近な場での働
きやすさ 

32.商業地などの
賑わい 

 
33.農林業の振興 
 
34.観光事業 
 
35.身近な場での
働きやすさ 

全体（1,106 名） 

満足

4.3

4.4

4.0

5.5

4.4

2.9

3.6

3.7

普通

32.9

34.2

31.0

36.4

33.7

35.3

22.0

32.1

不満

50.0

48.6

55.6

41.5

50.0

51.8

65.8

54.3

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

5.1

4.8

5.4

4.6

6.5

5.8

3.6

4.9

普通

43.9

45.6

52.2

40.3

41.3

42.4

39.0

42.0

不満

14.8

13.6

15.8

15.6

17.4

14.3

15.8

14.8

0% 50% 100%

満足

5.8

8.7

3.5

7.2

4.4

3.6

6.1

4.9

普通

42.6

40.4

50.7

37.7

51.1

43.2

39.0

43.2

不満

25.9

23.3

30.1

24.6

25.0

28.0

28.1

23.4

0% 50% 100%

満足

4.8

6.6

4.0

6.4

5.5

4.3

2.4

1.2

普通

38.5

42.5

42.9

38.1

35.9

33.1

35.4

37.0

不満

26.4

22.4

27.6

25.0

25.0

29.5

34.2

27.1

0% 50% 100%
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【協働・行財政】【人事】・市全体として 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【協働・行財政】の分野については、『満足』は“市民同士の連携や市民と行政との協働”

が 5.9％と最も多く、『不満』は“適正で透明性の高い財政運営”が 25.5％と他の項目に比べて

多くなっている。 
【人事】の分野である“市職員の窓口や電話等での対応”は、『満足』が 23.3％、『不満』が

12.8％となっている。 
“市全体として”は、『満足』が 21.2％、『不満』が 19.3％となっている。 

 
  

非常に満足

1.7

1.3

1.3

8.1

2.6

やや満足

4.2

3.3

3.9

15.2

18.6

普通

47.1

39.8

37.1

50.2

46.0

やや不満

11.4

17.0

17.8

8.9

15.4

非常に不満

4.0

6.0

7.7

3.9

3.9

わからない

26.7

27.5

26.9

8.5

3.7

無回答

5.0

5.2

5.4

5.2

9.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

36.市民

37.行政

38.適正

39.市職

40.市全

36.市民同士の連
携や市民と行
政の協働  

37.行政改革への
取り組み 

 
38.適正で透明性

の高い財政運営 
 
39.市職員の窓口

や電話等での
対応 

 
40.市全体として 

全体（1,106 名） 
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≪地域別≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【協働・行財政】の分野について、地域別にみると、『満足』については、“市民同士の連携

や市民と行政の協働”は加賀田地域（7.9％）が、“行政改革への取り組み”は千代田地域（6.8％）、

“適正で透明性の高い財政運営”は西地域（10.8％）が、他の地域に比べて多くなっている。 
一方、『不満』は、“市民同士の連携や市民と行政の協働”は美加の台地域（19.5％）が、“行

政改革への取り組み”は南花台地域（28.4％）、“適正で透明性の高い財政運営”は加賀田地域

（28.1％）が多くなっている。 
 
【人事】の分野である“市職員の窓口や電話等での対応”は、『満足』は西地域（32.6％）

が、『不満』は東地域（19.7％）が他の地域に比べて多くなっている。 
 
“市全体として”は、『満足』は長野地域（25.4％）が、『不満』は加賀田地域（27.4％）が

最も多くなっている。 
 

  

【協働・行財政】 

36．市民同士の連携や
市民と行政の協働 

37．行政改革への
取り組み 

38．適正で透明性
の高い財政運営 

【人事】 

39．市職員の窓口や
電話等での対応 

40．市全体として 

満足

5.9

7.4

3.0

5.0

7.6

7.9

3.6

7.4

普通

47.1

44.3

53.2

46.6

53.3

44.6

45.1

48.1

不満

15.4

14.9

16.2

14.0

14.1

15.8

19.5

13.5

0% 50% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

満足

4.6

4.0

4.5

6.8

4.4

2.9

3.6

3.7

普通

39.8

39.5

42.9

37.7

42.4

43.9

45.1

30.9

不満

23.0

21.1

27.1

19.1

26.1

22.3

20.8

28.4

0% 50% 100%

満足

5.2

6.6

3.0

5.0

10.8

4.3

3.6

2.4

普通

37.1

35.5

44.3

38.1

31.5

35.3

37.8

33.3

不満

25.5

25.9

27.6

23.3

27.2

28.1

20.7

27.1

0% 50% 100%

満足

23.3

25.4

20.7

20.4

32.6

28.8

19.6

16.1

普通

50.2

46.1

49.3

55.1

51.1

44.6

52.4

65.4

不満

12.8

11.4

19.7

8.9

7.6

12.9

13.5

12.3

0% 50% 100%

満足

21.2

25.4

15.6

22.4

22.8

18.0

20.8

17.3

普通

46.0

43.4

48.8

44.5

53.3

38.1

52.4

53.1

不満

19.3

17.5

20.7

18.2

13.1

27.4

17.0

19.8

0% 50% 100%
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（2）今後の重要度 
問 10 あなたは、現在の河内長野市の生活環境等について、どの程度重要だと思われます

か。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

非常に重要

48.6 

49.3 

43.9 

36.2 

23.6 

27.0 

40.6 

34.0 

39.0 

21.9 

32.0 

36.2 

37.6 

31.2 

14.0 

13.0 

17.3 

15.8 

16.7 

13.4 

12.3 

32.1 

26.7 

29.6 

31.4 

24.3 

28.9 

22.4 

32.2 

38.2 

30.2 

25.6 

14.6 

16.0 

22.8 

19.0 

27.0 

36.6 

やや重要

33.2 

34.2 

37.9 

42.4 

42.2 

47.7 

39.3 

37.0 

37.9 

45.8 

35.8 

34.7 

33.5 

38.2 

42.3 

39.7 

41.9 

43.8 

40.6 

38.1 

37.2 

43.5 

46.8 

46.4 

45.8 

49.8 

48.5 

50.2 

43.2 

39.2 

42.4 

42.9 

39.6 

40.1 

40.1 

42.0 

37.3 

30.5 

2.0 

1.8 

2.8 

5.5 

8.4 

6.1 

3.1 

3.9 

3.6 

10.7 

5.2 

3.1 

3.4 

4.9 

15.5 

18.2 

13.7 

14.6 

11.9 

14.9 

16.8 

5.9 

8.0 

7.3 

6.7 

6.4 

4.8 

7.6 

5.4 

4.8 

6.2 

8.3 

11.8 

14.7 

7.2 

9.7 

6.3 

5.9 

重要でない

0.1 

0.1 

0.2 

0.4 

0.5 

1.0 

0.6 

0.6 

0.4 

1.1 

0.1 

0.3 

0.2 

0.1 

1.0 

1.3 

1.1 

0.9 

1.4 

1.4 

1.6 

0.5 

0.6 

0.5 

0.7 

0.5 

0.2 

0.4 

0.4 

0.3 

0.4 

0.3 

0.6 

1.4 

0.5 

0.6 

0.4 

0.1 

わからない

5.3 

4.1 

4.2 

4.8 

13.6 

6.2 

5.2 

12.1 

7.5 

8.0 

13.4 

12.7 

12.4 

12.0 

13.7 

14.6 

12.8 

12.0 

14.9 

17.6 

18.3 

5.8 

6.1 

4.5 

4.1 

5.2 

4.1 

4.8 

4.7 

4.6 

7.1 

8.7 

19.0 

13.7 

15.1 

14.7 

15.0 

12.1 

無回答

10.8 

10.6 

11.0 

10.8 

11.7 

11.9 

11.1 

12.4 

11.7 

12.6 

13.6 

13.1 

12.9 

13.7 

13.5 

13.2 

13.2 

12.8 

14.4 

14.6 

13.8 

12.3 

11.7 

11.7 

11.4 

13.7 

13.6 

14.6 

14.1 

13.0 

13.7 

14.3 

14.4 

13.9 

14.3 

14.0 

13.9 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

例

災

犯

全

祉

道

業

あまり重要でない凡例  

1．防災 

2．消防・救急 

3．防犯 

4．交通安全 

5．消費者行政 

6．地域の支え合い 

7．高齢者にとっての暮らしやすさ 

8．障がい者にとっての暮らしやすさ 

9．社会保障制度 

10．健康づくりを進める環境 

11．児童に対する福祉 

12．子育てのしやすさ 

13．小中学校の教育環境 

14．青少年の健全な育成 

15．各種講座や施設など生涯学習の環境 

16．文化芸術活動などの環境 

17．歴史文化遺産の保存・活用 

18．スポーツ施設や活動などの環境 

19．人権の尊重と平和意識の高揚 

20．男女共同参画の推進 

21．国際交流や多文化共生社会の推進 

22．自然環境への配慮 

23．リサイクル施策など循環型社会への取り組み 

24．騒音・悪臭などの少なさ 

25．まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ 

26．市街地の整備 

27．住環境 

28．公園や緑地などの環境 

29．道路や橋などの交通網 

30．バスなどの公共交通サービス 

31．上下水道 

32．商業地などの賑わい 

33．農林業の振興 

34．観光事業 

35．身近な場での働きやすさ 

36．市民同士の連携や市民と行政の協働 

37．行政改革への取り組み 

38．適正で透明性の高い財政運営 

【
安
全
・
安
心
】 

 

【
福
祉
・
健
康
】 

  

【
子
育
て
・
教
育
・
生
涯
学
習
】 

 

【
人
権
】 

 

【
環
境
】 

  
 

【
都
市
基
盤
】 

 
 
 
 

【
産
業
】 

 
 
 

【
協
働
・
行
財
政
】 

全体（1,106 名） 
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市の政策の重要度については、「非常に重要」と「やや重要」を合わせた『重要』について、

“国際交流や多文化共生社会の推進”（49.5％）を除いて、すべての項目で半数を超えている。

特に、“消防・救急”は 83.5％、“防災”と“防犯”が 81.8％となっている。 
 

【「非常に重要」上位 10 位 性別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
重要度に関する 5 段階評価のうち、「非常に重要」の回答のみを抽出し、上位 10 項目を性別

でみると、“消防・救急”は男性がわずかながら多く、“防災”や“防犯”などは女性が多くな

っている。 
 

  

2．消防・救急 1．防災 3．防犯 7．高齢者の 
暮らしやすさ 

 

9．社会保障制
度 

30．公共交通 
サービス 

13．小中学校の
教育環境 

38．透明性の高
い財政運営 

4．交通安全 12．子育ての 
しやすさ 

49.3

49.4

49.3

0 20 40 60

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

(％)

48.6

48.1

49.2

0 20 40 60
(％)

43.9

42.2

45.3

0 20 40 60
(％)

40.6

36.9

43.2

0 20 40 60
(％)

39.0

36.9

40.5

0 20 40 60
(％)

38.2

33.0

41.7

0 20 40 60

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

(％)

37.6

33.9

40.2

0 20 40 60
(％)

教育環境

36.6

33.9

38.3

0 20 40 60
(％)

財政 営

36.2

35.3

36.9

0 20 40 60
(％)

36.2

33.0

38.3

0 20 40 60
(％)

す
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【「非常に重要」上位 10 位 年齢別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「非常に重要」の上位 10 項目を年齢別でみると、20 歳代と 50 歳代、60 歳代は“防災”が

それぞれ 69.6％、48.4％、50.2％と最も多くなっている。 
30 歳代と 40 歳代、70 歳代は“消防・救急”がそれぞれ 63.2％、56.7％、42.3％と最も多く

なっている。 
80 歳以上は“防災”と“高齢者の暮らしやすさ”がともに 36.7％となっている。 

 
  

 2．消防・救急 1．防災 3．防犯 7．高齢者の暮らし 9．社会保障制度 
    やすさ 

 30．公共交通 13．小中学校の 38．透明性の高い 4．交通安全 12．子育ての 
 サービス 教育環境 財政運営  しやすさ 

37.6

41.7

53.2

61.3

48.2

34.2

31.5

31.0

21.4

0 20 40 60 80
(％)

教育環境

36.6

41.7

38.0

45.3

41.1

36.0

37.0

33.1

28.6

0 20 40 60 80
(％)

36.2

41.7

48.1

50.9

41.1

33.5

32.3

32.7

26.5

0 20 40 60 80
(％)

36.2

50.0

53.2

56.6

51.8

32.9

32.7

26.2

15.3

0 20 40 60 80
(％)

しやすさ

38.2

41.7

45.6

41.5

40.4

39.1

36.6

35.1

35.7

0 20 40 60 80

全体

(1,106名)
18・19歳
(12名)
20歳代

(79名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

(％)

49.3

33.3

62.0

63.2

56.7

47.8

49.8

42.3

34.7

0 20 40 60 80

全体

(1,106名)
18・19歳
(12名)
20歳代

(79名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

(％)

48.6

50.0

69.6

57.5

52.5

48.4

50.2

39.5

36.7

0 20 40 60 80
(％)

43.9

25.0

53.2

55.7

52.5

44.1

40.5

41.1

30.6

0 20 40 60 80
(％)

40.6

41.7

34.2

48.1

46.1

39.1

41.2

38.3

36.7

0 20 40 60 80
(％)

39.0

33.3

35.4

46.2

48.2

36.0

38.5

39.5

26.5

0 20 40 60 80
(％)
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【「非常に重要」上位 10 位 地域別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「非常に重要」の上位 10 項目を地域別でみると、“消防・救急”が、千代田地域（48.7％）、

西地域（58.7％）、加賀田地域（46.0％）、南花台地域（58.0％）で、最も多くなっている。“防

災”は、長野地域（55.3％）、東地域（49.3％）で最も多くなっている。また、美加の台地域は

“消防・救急”と“防災”がともに 47.6％と最も多くなっている。 
 
  

 2．消防・救急 1．防災 3．防犯 7．高齢者の暮らし 9．社会保障制度 
    やすさ 

 30．公共交通 13．小中学校の 38．透明性の高い 4．交通安全 12．子育ての 
 サービス 教育環境 財政運営  しやすさ 

49.3

53.5

47.3

48.7

58.7

46.0

47.6

58.0

0 20 40 60

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

(％)

48.6

55.3

49.3

47.5

57.6

40.3

47.6

54.3

0 20 40 60
(％)

43.9

50.0

38.9

48.3

46.7

40.3

41.5

46.9

0 20 40 60
(％)

40.6

40.8

33.5

41.9

53.3

45.3

45.1

39.5

0 20 40 60
(％)

39.0

40.4

32.0

44.1

48.9

38.8

32.9

44.4

0 20 40 60
(％)

38.2

34.6

37.4

35.2

45.7

44.6

43.9

40.7

0 20 40 60

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)

(％)

37.6

37.3

36.9

43.2

40.2

32.4

41.5

38.3

0 20 40 60
(％)

教育環境

36.6

43.0

34.0

35.2

45.7

31.7

35.4

37.0

0 20 40 60
(％)

36.2

41.2

31.0

39.4

43.5

32.4

30.5

39.5

0 20 40 60
(％)

36.2

35.5

36.5

37.7

44.6

33.8

43.9

32.1

0 20 40 60
(％)
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（3）地域のまちづくり活動への参加 
問 11 あなたはこの 1 年で、地域のまちづくり活動にどの程度参加されましたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域のまちづくり活動への参加は、「ほとんどない」が 50.0%と最も多く、次いで「年に数

回程度」が 24.1%、「月に 1 回程度」が 9.5％となっている。 
「週に 2～3 回以上」と「週に 1 回程度」と「月に 1 回程度」を合わせた『月 1 回以上』は、

15.2％となっている。 
 
【地域のまちづくり活動への参加状況 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、男性は「ほとんどない」が 53.3%と半数を超えており、女性は 47.8％となっ

ている。また、『月 1 回以上』は、男性が 16.6％であり、女性は 14.4％となっている。 

週に2～3回

2.3

2.7

2.0

週に1回

3.4

4.0

3.1

月に1回

9.5

9.9

9.3

年に数回

24.1

20.0

26.9

年に1回

8.9

8.5

9.2

ほとんどない

50.0

53.3

47.8

無回答

1.8

1.6

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

1 .1

0.9

3.5

0.6

1.9

4.4

1.0

1.1

0.0

0.0

1.2

3.5

7.7

7.1

0.0

8.5

14.9

9.9

8.6

11.7

8.2

4.4

28.3

29.1

28.0

24.9

26.6

16.3

9.9

1.9

7.8

8.7

12.5

6.5

14.3

83.5

59.4

44.0

49.7

46.3

40.7

51.0

0.0

0.9

0.7

1.9

2.3

2.4

2.0

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 週に2～3回以上 25
2 週に1回程度 38
3 月に1回程度 105
4 年に数回程度 267
5 年に1回程度 98
6 ほとんどない 553
無回答 20
全体 1,106

2.3
3.4

9.5
24.1

8.9
50.0

1.8

0 10 20 30 40 50 60
(％)
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年齢別にみると、「ほとんどない」は10～20歳代が83.5%と最も多く、次いで30歳代が59.4％、

80 歳以上が 51.0%となっている。また、『月 1 回以上』は、70 歳代が 23.8％と最も多く、次

いで 40 歳代が 18.4％、80 歳以上が 16.3％となっている。 
 
【地域のまちづくり活動への参加状況 地域別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域別にみると、「ほとんどない」は、南花台地域が 65.4%と最も多く、千代田地域が 58.9％、

美加の台地域が 51.2％となっている。 
また、『月 1 回以上』は、西地域が 18.4％、長野地域が 17.1％、千代田地域が 16.9％、東地

域が 15.3％、加賀田地域が 14.4％、南花台地域が 9.9％、美加の台地域が 9.7％となっている。 
 
 
  

週に

2～3回

2.3

3.1

2.5

2.1

1.1

2.9

0.0

2.5

週に1回

3.4

2.2

4.4

3.4

4.3

5.0

2.4

3.7

月に1回

9.5

11.8

8.4

11.4

13.0

6.5

7.3

3.7

年に数回

24.1

23.7

31.0

14.4

27.2

29.5

32.9

16.0

年に1回

8.9

8.8

10.3

8.5

10.9

9.4

6.1

7.4

ほとんど

ない

50.0

48.2

40.9

58.9

43.5

46.0

51.2

65.4

無回答

1.8

2.2

2.5

1.3

0.0

0.7

0.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)
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（4）「地域のまちづくり活動が充実していると感じる」ことについて 
問 12 あなたは、次の項目について、どのように感じていますか。 

「1．地域のまちづくり活動が充実していると感じている」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“地域のまちづくり活動が充実していると感じている”ことについては、「普通」が 41.8%
と最も多く、次いで「あまり感じない」が 21.4%、「やや感じる」が 16.3％となっている。 
「非常に感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じている』は、19.8％となっている。 

 
【地域のまちづくり活動が充実していると感じる割合 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『感じている』は、男性が 16.4％、女性が 22.3％となっている。 
年齢別にみると、『感じている』は、70 歳代が 27.8％と多く、次いで 80 歳以上が 22.4％、

60 歳代が 19.8％となっている。 

非常に

感じる

3.5

2.2

4.4

やや感じる

16.3

14.2

17.9

普通

41.8

43.6

40.5

あまり

感じない

21.4

23.8

19.8

ほとんど

感じない

6.1

7.0

5.5

わからない

8.3

6.5

9.6

無回答

2.5

2.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

1 .1

2.8

3.5

2.5

2.3

5.6

6.1

7.7

12.3

14.9

14.3

17.5

22.2

16.3

39.6

33.0

46.8

46.6

42.0

39.5

43.9

23.1

29.2

19.1

21.7

23.0

17.7

19.4

13.2

8.5

7.1

3.7

5.1

6.0

3.1

15.4

13.2

7.8

9.3

7.8

4.4

6.1

0.0

0.9

0.7

1.9

2.3

4.4

5.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 非常に感じる 39
2 やや感じる 180
3 普通 462
4 あまり感じない 237
5 ほとんど感じない 68
6 わからない 92
無回答 28
全体 1,106

3.5
16.3

41.8
21.4

6.1
8.3

2.5

0 10 20 30 40 50
(％)
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【地域のまちづくり活動が充実していると感じる割合 地域別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『感じている』は、南花台地域が 33.3％と多く、次いで西地域が 27.2％、

美加の台地域が 23.2％となっている。 
 
 
 
  

非常に

感じる

3.5

1.8

1.0

3.4

7.6

3.6

3.7

11.1

やや

感じる

16.3

14.0

14.8

13.6

19.6

17.3

19.5

22.2

普通

41.8

47.8

43.8

39.4

43.5

39.6

35.4

42.0

あまり

感じない

21.4

18.9

24.1

24.2

19.6

23.0

26.8

8.6

ほとんど

感じない

6.1

4.4

6.9

7.2

3.3

7.2

6.1

6.2

わからない

8.3

9.2

7.4

11.4

5.4

7.9

6.1

7.4

無回答

2.5

3.9

2.0

0.8

1.1

1.4

2.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)
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（5）「河内長野市に住み続けたい」ことについて 
問 12 あなたは、次の項目について、どのように感じていますか。 

「2．河内長野市に住み続けたいと感じている」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“河内長野市に住み続けたいと感じている”ことについては、「やや感じる」が 30.0%と最

も多く、次いで「普通」が 27.8%、「非常に感じる」が 18.4％となっている。 
「非常に感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じている』は、48.4％となっている。 

 
【河内長野市に住み続けたいと感じる割合 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『感じている』は、男性が 47.0％、女性が 49.6％となっている。 
年齢別にみると、『感じている』は、80 歳以上が 55.1％と多く、次いで 70 歳代が 54.9％、

30 歳代が 53.7％となっている。 

非常に

感じる

18.4

17.3

19.2

やや感じる

30.0

29.7

30.4

普通

27.8

27.9

27.5

あまり

感じない

13.4

14.2

13.0

ほとんど

感じない

3.7

4.5

3.2

わからない

4.6

4.3

4.9

無回答

2.1

2.2

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

16.5

17.9

16.3

13.7

18.7

21.8

23.5

26.4

35.8

28.4

29.8

26.5

33.1

31.6

26.4

20.8

30.5

26.7

30.7

28.6

25.5

18.7

17.0

14.2

19.9

13.2

8.1

6.1

4.4

5.7

6.4

3.1

2.3

2.8

4.1

7.7

1.9

3.5

5.0

6.2

2.8

5.1

0.0

0.9

0.7

1.9

2.3

2.8

4.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 非常に感じる 204
2 やや感じる 332
3 普通 307
4 あまり感じない 148
5 ほとんど感じない 41
6 わからない 51
無回答 23
全体 1,106

18.4
30.0

27.8
13.4

3.7
4.6

2.1

0 10 20 30 40
(％)
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【河内長野市に住み続けたいと感じる割合 地域別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『感じている』は、西地域が 55.4％と多く、次いで南花台地域が 54.3％、

長野地域が 51.3％となっている。 
 
 
  

非常に

感じる

18.4

21.5

17.7

19.5

21.7

17.3

11.0

21.0

やや

感じる

30.0

29.8

30.0

28.4

33.7

30.2

28.0

33.3

普通

27.8

28.9

29.1

30.5

30.4

23.0

26.8

17.3

あまり

感じない

13.4

10.1

12.8

13.1

7.6

17.3

24.4

12.3

ほとんど

感じない

3.7

3.1

4.4

4.7

0.0

5.8

4.9

1.2

わからない

4.6

3.5

3.9

3.0

6.5

5.0

4.9

11.1

無回答

2.1

3.1

2.0

0.8

0.0

1.4

0.0

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)
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（6）「河内長野市に愛着と誇りを感じている」ことについて 
問 12 あなたは、次の項目について、どのように感じていますか。 

「3．河内長野市に愛着と誇りを感じている」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“河内長野市に愛着と誇りを感じている”ことについては、「普通」が 33.1%と最も多く、

次いで「やや感じる」が 27.1%、「非常に感じる」が 15.6％となっている。 
「非常に感じる」と「やや感じる」を合わせた『感じている』は、42.7％となっている。 

 
【河内長野市に愛着と誇りを感じている割合 性別・年齢別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、『感じている』は、男性が 42.0％、女性が 43.2％となっている。 
年齢別にみると、『感じている』は、80 歳以上が 52.0％と多く、次いで 70 歳代が 50.0％、

30 歳代が 44.4％となっている。 

非常に

感じる

15.6

15.5

15.7

やや感じる

27.1

26.5

27.5

普通

33.1

34.2

32.2

あまり

感じない

13.0

11.7

14.0

ほとんど

感じない

6.3

7.4

5.6

わからない

2.7

2.2

3.1

無回答

2.2

2.5

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
男性

(445名)
女性

(655名)

16.5

17.0

14.2

12.4

12.8

20.2

16.3

26.4

27.4

24.1

23.6

25.7

29.8

35.7

27.5

30.2

29.1

36.6

38.1

33.9

25.5

16.5

13.2

20.6

18.6

12.1

6.9

8.2

8.8

9.4

9.2

5.0

5.1

4.4

7.1

4.4

1.9

2.1

1.9

3.9

2.0

2.0

0.0

0.9

0.7

1.9

2.3

2.8

5.1

10～20歳
(91名)
30歳代

(106名)
40歳代

(141名)
50歳代

(161名)
60歳代

(257名)
70歳代

(248名)
80歳以上

(98名)

回答数

1 非常に感じる 172
2 やや感じる 300
3 普通 366
4 あまり感じない 144
5 ほとんど感じない 70
6 わからない 30
無回答 24
全体 1,106

15.6
27.1

33.1
13.0

6.3
2.7

2.2

0 10 20 30 40
(％)
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【河内長野市に愛着と誇りを感じている割合 地域別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域別にみると、『感じている』は、南花台地域が 49.4％と多く、次いで西地域が 47.8％、

東地域が 44.9％となっている。 
 
  

非常に

感じる

15.6

18.9

15.3

15.3

16.3

13.7

13.4

18.5

やや

感じる

27.1

25.0

29.6

24.6

31.5

30.9

22.0

30.9

普通

33.1

34.2

33.0

32.6

35.9

26.6

32.9

30.9

あまり

感じない

13.0

10.5

10.3

18.2

9.8

14.4

20.7

8.6

ほとんど

感じない

6.3

7.0

8.4

5.1

3.3

8.6

6.1

2.5

わからない

2.7

1.3

1.5

3.4

3.3

4.3

3.7

4.9

無回答

2.2

3.1

2.0

0.8

0.0

1.4

1.2

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

全体

(1,106名)
長野地域

(228名)
東地域

(203名)
千代田地域

(236名)
西地域

(92名)
加賀田地域

(139名)
美加の台地域

(82名)
南花台地域

(81名)



 

56 

Ⅳ．まとめ 

1．子育てしやすいまちづくりについて 

＜関心のある、気になっている「子育て」に関する問題や課題＞ 

『子育て』に関して、関心のある・気になっている問題や課題は、61.7%が「不登校・い

じめ問題」であり、56.3%が「児童虐待」、37.4％が「子どもの貧困」をあげている。 
 

＜地域で子育て世帯を支えることの重要性＞ 

子育て世帯を地域で支えることは、「とても重要だと思う」「やや重要だと思う」とを合わ

せた『重要だと思う』は 81.6%となっている。 
 

＜地域が子育て世帯を支えるために重要だと思うこと＞ 

子育て世帯を地域が支えるために重要なことは、68.9%が「防犯のための声かけや登下校

の見守りをする人がいること」、56.8%が「子育てに関する悩みについて気軽に相談できる人

や場があること」、46.4%が「子どもと大人が一緒に参加できる地域の行事やお祭りなどがあ

ること」をあげている。 
 

＜子育て世帯を支えるために参加・協力できること＞ 

子育て世帯を地域で支えるために、参加・協力できる活動としては、19.0%が「防犯のた

めの声かけや登下校の見守りをする人がいること」、15.0％が「子どもと大人が一緒に参加

できる地域の行事やお祭りなどがあること」、11.0％が「子どもと一緒に遊ぶ人や場がある

こと」をあげている。なお、無回答が 59.3%となっている。 
 

＜地域が子育て世帯を支えるために最も重要だと思うこと＞ 

子育て世帯を地域で支えるために最も重要だと思うことは、20.0%が「防犯のための声か

けや登下校の見守りをする人がいること」をあげており、17.8％が「子育てに関する悩みに

ついて気軽に相談できる人や場があること」、7.6％が「不意の外出や親の帰りが遅くなった

時などに子どもを預かる人や場があること」をあげている。 
 

＜子ども連れの家族へのサポート＞ 

子ども連れの家族に対してサポートしたことがあるのは、73.3%が「エレベーターなどの

ドアを開けて押さえたことがある」をあげており、54.6%が「子どもが落としたおもちゃや

靴などを拾ったことがある」、45.5%が「電車やバスなどで子ども連れの方に席を譲ったこと

がある」をあげている。 
 

＜「あいっく」の事業の認知度＞ 

『あいっく』の事業で知っていることは、30.4%が「わくわく広場」をあげており、14.0％
が「育児相談」、12.9％が「子育てサークル支援」をあげている。なお、無回答が 61.5％と

なっているが、30 歳代の認知度は 67.0%、40 歳代の認知度は 55.3%であり、子育て世代の

認知度は高くなっている。 
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＜「あいっく」の事業の利用経験＞ 

利用したことがある『あいっく』の事業は、わずかであり、9.1％が「わくわく広場」をあ

げており、次いで「こんにちは赤ちゃん訪問」が 3.5％、「『キラキラねっと』『キラキラめー

る』の配信」が 3.3％となっている。なお、無回答が 87.3％となっている。 
 

＜市による子育て支援の取り組みを充実する必要性＞ 

河内長野市で子育て支援の取り組みを充実していくことについては、「必要だと思う」が

48.8％と最も多く、次いで「大いに必要だと思う」が 38.3％、「わからない」が 8.2％となっ

ており、「大いに必要だと思う」と「必要だと思う」を合わせた『必要である』は 87.1％と

なっている。 
 

＜若い世代や子育て世帯を増加させるために必要と思うこと＞ 

若い世代の人や子育て世帯を増加させるために必要と思うこと（複数回答）は、「経済的

な負担を軽減すること」が 56.5％と最も多く、次いで「医療機関を充実すること」が 53.4％、

「子育て支援制度を充実すること」が 53.0％となっている。 
 

＜子育てしやすいまちになるために必要だと思うこと＞ 

『子育てしやすいまちになるために必要だと思うこと』を自由に記述してもらったところ、

保育所や幼稚園の充実や子育て支援制度などの【子育て支援施策】に関すること、安心して

遊べる公園・遊び場等の充実や公共交通機関の充実などの【安全・安心の取り組み】、減免

や子ども医療費の 18 歳までの無料化など【経済的な支援】などがあげられている。 
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2．市政全般について 
市の生活環境の満足度は、「まちなみ・自然・歴史など景観の美しさ」や「騒音・悪臭な

どの少なさ」などの【環境】分野、「消防・救急」などの【安全・安心】分野、「市職員の窓

口や電話等での対応」の【人事】分野では高くなっている。また、【産業】や【協働・行財

政】などの分野では満足度は低い傾向となっている。 
一方、市の政策としての重要度は、「消防・救急」「防災」「防犯」「交通安全」といった【安

全・安心】の分野が最も高く、他にも「高齢者にとっての暮らしやすさ」「社会保障制度」「障

がい者にとっての暮らしやすさ」などの【福祉・健康】分野や、「小中学校の教育環境」「子

育てのしやすさ」「青少年の健全な育成」「児童に対する福祉」などの【子育て・教育】分野

が高くなっている。 
地域のまちづくり活動への参加状況は、24.1％が「年に数回程度」参加しており、「週に 2

～3 回以上」と「週に 1 回程度」「月に 1 回程度」を合わせた 15.2％が『月 1 回以上』とな

っている。なお、「ほとんどない」が 50.0％となっている。 
「地域のまちづくり活動が充実していると感じている」は19.8%であり、年齢別にみると、

70 歳代が 27.8％と多くなっている。地域別にみると、南花台地域が 33.3％と最も多く、次

いで西地域が 27.2％となっている。 
「河内長野市に住み続けたいと感じている」は、48.4%と半数近くとなっており、年齢別

にみると、80 歳以上が 55.1％と最も多く、70 歳代が 54.9％、30 歳代が 53.7％と半数を超

えている。地域別にみると、西地域が 55.4％と最も多く、南花台地域が 54.3％、長野地域が

51.3％と半数を超えている。 
「河内長野市に愛着と誇りを感じている」は、42.7％であり、年齢別にみると、80 歳以上

が 52.0％、70 歳代が 50.0％と半数を超えている。地域別にみると、南花台地域が 49.4％と

最も多く、西地域が 47.8％、東地域が 44.9％となっている。 
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3．経年比較 
河内長野市の生活環境の満足度・重要度を問う設問は、平成 27 年度の調査から内容を変更

しているため、過去調査とは質問項目が異なる。 
 

＜満足度＞ 

【安全・安心】 
防災 
 
 

消防・救急 
 
 

防犯 
 
 

交通安全 
 
 

消費者行政 

 
【福祉・健康】 

地域の支え合い 
高齢者にとっての暮らしやすさ 

 

障がい者にとっての暮らしやすさ 

 
高齢者・障がい者（児）などに 
とっての暮らしやすさ 

社会保障制度 

 

健康づくりを進める環境 
 
スポーツなど健康づくりの場や機会 

【子育て・教育・生涯学習】 
児童に対する福祉 
子育てのしやすさ 

 

児童に対する福祉や子育てのしやすさ 

  

満足

17.0 

19.2 

17.6 

普通

53.2 

59.8 

57.0 

不満

12.6 

10.6 

9.4 

わからない

12.9 

8.3 

10.6 

無回答

4.3 

2.2 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H30

H27

H24

26.3 

28.6 

25.8 

51.0 

52.4 

52.0 

8.5 

8.9 

7.7 

9.5 

8.0 

9.2 

4.7 

2.2 

5.3 

H30

H27

H24

14.8 

17.7 

18.1 

56.2 

57.6 

53.0 

14.7 

13.6 

15.6 

9.3 

7.7 

8.1 

5.0 

3.5 

5.2 

H30

H27

H24

14.3 

15.8 

18.4 

54.5 

62.1 

54.6 

18.5 

13.8 

16.4 

7.2 

5.7 

5.8 

5.3 

2.6 

5.0 

H30

H27

H24

7.5 

7.7 

52.5 

55.5 

13.2 

13.0 

20.8 

20.9 

6.0 

2.9 

H30

H27

17.8 

17.7 

54.3 

54.1 

12.3 

13.9 

10.8 

11.8 

4.9 

2.6 

H30

H27

12.4 

13.3 

5.4 

6.2 

12.2 

37.1 

43.9 

34.4 

39.9 

45.9 

33.1 

28.8 

23.5 

21.5 

21.6 

12.8 

12.0 

29.5 

29.6 

16.6 

4.6 

2.0 

7.2 

2.8 

3.6 

H30

H27

H30

H27

H24

7.8 

7.7 

44.1 

45.2 

27.7 

26.4 

14.9 

17.4 

5.5 

3.4 

H30

H27

11.7 

15.0 

15.8 

53.4 

53.1 

44.9 

14.7 

15.5 

16.4 

14.3 

13.8 

17.4 

5.9 

2.5 

5.6 

H30

H27

H24

11.3 

14.3 

13.9 

19.2 

12.9 

42.1 

49.8 

40.1 

45.8 

45.3 

10.2 

10.6 

12.5 

11.8 

13.2 

28.8 

22.0 

26.5 

19.8 

22.1 

7.6 

3.4 

7.0 

3.4 

6.3 

H30

H27

H30

H27

H24



 

60 

 

小中学校の教育環境 
 

小中学校や幼稚園の教育環境 

青少年の健全な育成 
 

各種講座や施設など生涯学習の環境 

 

生涯学習の環境 

文化芸術活動などの環境 
 

 

歴史文化遺産の保存・活用 
 

スポーツ施設や活動などの環境 
 

スポーツなど健康づくりの場や機会 

【人権】 
人権の尊重と平和意識の高揚 
 
 
男女共同参画の推進 
 
 

国際交流や多文化共生社会の推進 

 

【環境】 
自然環境への配慮 
 
リサイクル施策など 
循環型社会への取り組み 

リサイクル施策や自然保護など 
環境へのやさしさ 

騒音・悪臭などの少なさ 
 

 
まちなみ・自然・歴史など 
景観の美しさ 

町並み・自然・歴史などの美しさ 

【都市基盤】 
市街地の整備 
  

満足

12.7 

17.5 

16.7 

普通

37.4 

45.6 

40.4 

不満

15.8 

14.4 

14.3 

わからない

26.5 

19.7 

22.5 

無回答

7.5 

2.8 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H30

H27

H24

9.8 

11.4 

44.9 

50.4 

11.4 

15.4 

26.3 

20.0 

7.6 

2.9 

H30

H27

13.1 

15.4 

14.4 

45.8 

49.0 

43.9 

10.6 

11.6 

10.9 

23.1 

21.0 

24.9 

7.2 

3.1 

5.8 

H30

H27

H24

13.0 

15.1 

15.4 

47.7 

51.2 

44.8 

10.9 

12.1 

13.2 

21.2 

18.4 

20.4 

7.2 

3.2 

6.1 

H30

H27

H24

16.5 

17.6 

45.7 

51.9 

9.4 

9.3 

20.9 

17.7 

7.5 

3.5 

H30

H27

12.2 

12.6 

15.8 

43.5 

52.2 

44.9 

19.5 

16.6 

16.4 

18.3 

16.0 

17.4 

6.5 

2.6 

5.6 

H30

H27

H24

6.6 

7.2 

7.5 

55.2 

58.4 

52.3 

5.5 

5.0 

6.8 

25.9 

26.3 

27.2 

6.8 

3.1 

6.0 

H30

H27

H24

5.2 

6.6 

6.9 

50.7 

56.8 

51.4 

6.6 

5.2 

5.5 

30.3 

27.8 

29.9 

7.2 

3.5 

6.2 

H30

H27

H24

6.7 

7.6 

47.5 

52.8 

6.5 

6.7 

32.5 

28.6 

7.0 

4.3 

H30

H27

20.4 

19.9 

21.5 

20.0 

26.1 

52.6 

55.0 

52.0 

52.8 

46.6 

9.7 

10.8 

8.7 

11.2 

8.4 

11.2 

11.8 

12.0 

13.2 

12.8 

6.1 

2.5 

5.8 

2.8 

6.0 

H30

H27

H30

H27

H24

34.9 

30.9 

44.0 

42.9 

48.2 

35.4 

11.0 

11.7 

10.9 

5.7 

6.6 

4.5 

5.6 

2.6 

5.4 

H30

H27

H24

38.6 

40.3 

45.6 

42.8 

44.1 

35.9 

8.3 

8.2 

8.8 

4.7 

5.2 

3.9 

5.6 

2.3 

5.8 

H30

H27

H24

13.9 

17.3 

48.1 

45.0 

29.0 

31.1 

5.0 

2.6 

4.2 

4.0 

H30

H27
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住環境 
 
公園や緑地などの環境 
 

 

道路や橋などの交通網 
 
 

バスなどの公共交通サービス 
 

 

上下水道 
 

【産業】 
商業地などの賑わい 
 
 
農林業の振興 
 
観光事業 

 

身近な場での働きやすさ 
 
 

【協働・行財政】 
市民同士の連携や市民と行政の協働 

行政改革への取り組み 
 

適正で透明性の高い財政運営 

 

市全体として 
 
 
 
比較可能な項目について、満足度について経年比較すると、【環境】【産業】の分野は、3 年

前に比べてわずかながら「満足」が増えている。一方、【福祉・健康】の分野、“高齢者にとっ

ての暮らしやすさ”は「不満」が増えている。 
【市全体として】は「満足」が増えている。 

  

満足

22.8 

25.5 

普通

55.8 

49.5 

不満

13.8 

19.5 

わからない

2.7 

1.8 

無回答

4.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H30

H27

21.8 

24.0 

29.6 

48.1 

43.9 

41.9 

21.8 

25.9 

19.6 

3.5 

1.8 

3.5 

4.8 

4.3 

5.4 

H30

H27

H24

13.5 

14.4 

11.9 

43.5 

43.8 

47.6 

33.4 

34.4 

30.2 

4.1 

2.3 

4.9 

5.6 

5.1 

5.5 

H30

H27

H24

12.8 

12.1 

12.1 

35.7 

41.9 

37.1 

40.6 

37.6 

40.5 

6.7 

3.8 

5.3 

4.2 

4.5 

5.0 

H30

H27

H24

22.2 

23.3 

52.7 

51.9 

12.9 

15.2 

7.4 

5.2 

4.8 

4.3 

H30

H27

4.3 

3.3 

5.5 

32.9 

33.3 

26.7 

50.0 

52.4 

56.6 

7.9 

6.6 

5.6 

5.0 

4.5 

5.8 

H30

H27

H24

5.1 

5.1 

43.9 

41.5 

14.8 

20.9 

30.7 

27.2 

5.4 

5.4 

H30

H27

5.8 

5.1 

42.6 

40.4 

25.9 

28.3 

20.8 

21.4 

4.9 

4.9 

H30

H27

4.8 

3.7 

3.7 

38.5 

35.2 

28.2 

26.4 

34.4 

40.4 

25.1 

21.7 

21.0 

5.2 

5.1 

6.7 

H30

H27

H24

5.9 

7.4 

47.1 

47.5 

15.4 

16.6 

26.7 

22.7 

5.0 

5.8 

H30

H27

4.6 

4.3 

39.8 

39.9 

23.0 

27.4 

27.5 

22.9 

5.2 

5.5 

H30

H27

5.2 

4.6 

37.1 

34.7 

25.5 

32.0 

26.9 

23.2 

5.4 

5.5 

H30

H27

21.2 

16.3 

9.2 

46.0 

46.2 

54.2 

19.3 

22.5 

8.9 

3.7 

3.7 

22.1 

9.8 

11.2 

5.6 

H30

H27

H24
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＜重要度＞ 

【安全・安心】 
防災 
 
 

消防・救急 
 
 

防犯 
 
 

交通安全 
 
 

消費者行政 

 
【福祉・健康】 

地域の支え合い 
高齢者にとっての暮らしやすさ 

 

障がい者にとっての暮らしやすさ 

 
高齢者・障がい者（児）などに 
とっての暮らしやすさ 

社会保障制度 

 

健康づくりを進める環境 
 
スポーツなど健康づくりの場や機会 

【子育て・教育・生涯学習】 
児童に対する福祉 
子育てのしやすさ 
 

児童に対する福祉や子育てのしやすさ 

小中学校の教育環境 
 
小中学校や幼稚園の教育環境 

  

重要

81.8 

87.5 

92.1 

重要でない

2.1 

2.2 

1.6 

わからない

5.3 

2.6 

1.7 

無回答

10.8 

7.7 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H30

H27

H24

83.5 

86.8 

92.5 

1.9 

2.2 

1.4 

4.1 

2.5 

1.4 

10.6 

8.6 

4.7 

H30

H27

H24

81.8 

86.6 

92.6 

3.0 

2.7 

1.2 

4.2 

2.3 

1.7 

11.0 

8.4 

4.5 

H30

H27

H24

78.6 

85.5 

91.1 

5.9 

3.6 

2.4 

4.8 

2.5 

2.0 

10.8 

8.4 

4.5 

H30

H27

H24

65.8 

70.5 

8.9 

7.8 

13.6 

13.1 

11.7 

8.6 

H30

H27

74.7 

78.8 

7.1 

6.8 

6.2 

4.5 

11.9 

10.0 

H30

H27

79.9 

85.1 

71.0 

78.2 

87.3 

3.7 

2.9 

4.5 

3.5 

3.6 

5.2 

3.2 

12.1 

9.1 

5.4 

11.1 

8.8 

12.4 

9.2 

3.8 

H30

H27

H30

H27

H24

76.9 

82.5 

4.0 

2.2 

7.5 

6.0 

11.7 

9.4 

H30

H27

67.7 

73.2 

74.9 

11.8 

10.2 

14.1 

8.0 

7.2 

5.8 

12.6 

9.4 

5.3 

H30

H27

H24

67.8 

76.5 

70.9 

78.3 

85.5 

5.3 

4.6 

3.4 

3.4 

2.8 

13.4 

8.6 

12.7 

8.4 

6.1 

13.6 

10.3 

13.1 

9.8 

5.6 

H30

H27

H30

H27

H24

71.1 

79.3 

84.4 

3.6 

3.0 

3.7 

12.4 

8.9 

6.1 

12.9 

8.9 

5.8 

H30

H27

H24
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青少年の健全な育成 
 

各種講座や施設など生涯学習の環境 

 

生涯学習の環境 

文化芸術活動などの環境 
 

 

歴史文化遺産の保存・活用 
 

スポーツ施設や活動などの環境 
 

スポーツなど健康づくりの場や機会 

【人権】 
人権の尊重と平和意識の高揚 
 
 
男女共同参画の推進 

 
 

国際交流や多文化共生社会の推進 

 

【環境】 
自然環境への配慮 
 
リサイクル施策など 
循環型社会への取り組み 

リサイクル施策や自然保護など 
環境へのやさしさ 

騒音・悪臭などの少なさ 
 

 
まちなみ・自然・歴史など 
景観の美しさ 
町並み・自然・歴史などの美しさ 

【都市基盤】 
市街地の整備 

住環境 

 

  

重要

69.4 

79.3 

重要でない

5.0 

5.4 

わからない

12.0 

6.6 

無回答

13.7 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H30

H27

56.3 

64.4 

66.9 

16.5 

16.1 

17.9 

13.7 

9.8 

9.1 

13.5 

9.7 

6.0 

H30

H27

H24

52.7 

60.2 

67.4 

19.5 

20.6 

17.3 

14.6 

9.8 

9.0 

13.2 

9.4 

6.2 

H30

H27

H24

59.2 

66.5 

14.8 

15.2 

12.8 

8.9 

13.2 

9.4 

H30

H27

59.6 

67.3 

74.9 

15.5 

14.5 

14.1 

12.0 

9.2 

5.8 

12.8 

8.9 

5.3 

H30

H27

H24

57.3 

64.4 

71.4 

13.3 

12.3 

14.2 

14.9 

13.8 

9.2 

14.4 

9.5 

5.2 

H30

H27

H24

51.5 

56.2 

64.0 

16.3 

17.8 

18.2 

17.6 

15.8 

12.7 

14.6 

10.1 

5.2 

H30

H27

H24

49.5 

57.5 

18.4 

16.1 

18.3 

16.0 

13.8 

10.4 

H30

H27

75.6 

82.0 

73.5 

80.6 

83.8 

6.4 

3.4 

8.6 

5.1 

6.3 

5.8 

4.8 

6.1 

5.1 

4.0 

12.3 

9.8 

11.7 

9.2 

5.9 

H30

H27

H30

H27

H24

76.0 

81.1 

89.6 

7.8 

6.5 

2.8 

4.5 

3.7 

2.7 

11.7 

8.8 

5.0 

H30

H27

H24

77.2 

81.8 

85.1 

7.4 

5.7 

6.8 

4.1 

4.0 

2.7 

11.4 

8.4 

5.5 

H30

H27

H24

74.1 

77.1 

6.9 

7.4 

5.2 

4.3 

13.7 

11.2 

H30

H27

77.4 

80.3 

5.0 

4.8 

4.1 

3.4 

13.6 

11.5 

H30

H27
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公園や緑地などの環境 
 

 

道路や橋などの交通網 
 
 

バスなどの公共交通サービス 
 

 

上下水道 
 

【産業】 
商業地などの賑わい 
 
 
農林業の振興 
 
観光事業 

 

身近な場での働きやすさ 
 
 

【協働・行財政】 
市民同士の連携や市民と行政の協働 

行政改革への取り組み 
 

適正で透明性の高い財政運営 

 
 
 
重要度について経年比較すると、総じて 3 年前と比べて、わずかであるが「わからない」や

「重要でない」が増え、「重要」が減っている。 
 

重要

72.6 

77.7 

84.1 

重要でない

8.0 

7.1 

8.2 

わからない

4.8 

3.2 

2.7 

無回答

14.6 

12.0 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H30

H27

H24

75.4 

79.8 

82.2 

5.8 

5.5 

9.2 

4.7 

2.9 

3.3 

14.1 

11.8 

5.4 

H30

H27

H24

77.4 

78.5 

84.3 

5.1 

6.7 

7.2 

4.6 

3.2 

3.1 

13.0 

11.7 

5.4 

H30

H27

H24

72.6 

77.1 

6.6 

6.6 

7.1 

4.6 

13.7 

11.7 

H30

H27

68.5 

71.0 

76.5 

8.6 

10.7 

13.6 

8.7 

6.1 

4.6 

14.3 

12.1 

5.4 

H30

H27

H24

54.2 

59.6 

12.4 

11.3 

19.0 

16.7 

14.4 

12.3 

H30

H27
56.1 

59.1 

16.1 

14.7 

13.7 

13.8 

13.9 

12.3 

H30

H27

62.9 

68.0 

74.5 

7.7 

7.7 

10.8 

15.1 

12.0 

8.6 

14.3 

12.3 

6.1 

H30

H27

H24

61.0 

64.8 

10.3 

9.5 

14.7 

13.1 

14.0 

12.6 

H30

H27

64.3 

68.5 

6.7 

6.0 

15.0 

12.9 

13.9 

12.6 

H30

H27

67.1 

72.4 

6.0 

4.8 

12.1 

10.3 

14.8 

12.6 

H30

H27
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Ⅴ．資料（調査票） 
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